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 はじめに

糸島に住むこと、訪れることで、豊かさを実感することができる

「人とまちの魅力が輝く 豊かさ実感都市 いとしま」を目指した、
第２次糸島市長期総合計画 (令和 3年度ー 12年度 )が始まります。

総合計画は、序論・基本構想（10年後のまちの姿やまちづくりの考え方を示したもの）と、

基本計画（基本構想に対応した５年間の取組などを示したもの）について、

それぞれの内容をまとめたものです。

今回の第２次糸島市長期総合計画は、序論・基本構想、基本計画のどちらからでも

読み進めることができる構成にしています。

糸島市の魅力を発信する冊子、また、まちづくりの手引き書として、

誰もが活用することができる総合計画です。

第２次糸島市長期総合計画基本構想では、まちづくりの基本方針（戦略）として、

①自立度の高い糸島づくり、②魅力を磨き上げる糸島づくり、③住みやすい・住み続けたい糸島づくり

を掲げています。

また、平成 27年（2015 年）の国連サミットで採択されたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の理念に沿って、

各種政策・施策を展開することとしています。

この第２次糸島市長期総合計画をより多くの方が手に取って、

みんなで糸島市のまちづくりに取り組んでいきたいと考えます。

結びに、この計画の策定に当たり、

熱心にご審議いただいた総合計画審議会委員の皆様をはじめ、

まちづくり市民委員会、高校生未来会議 “いとしま”、中学生 “いとしま” 未来への提言、

市民満足度調査、パブリックコメントなどを通して、

貴重なご意見やご助言をお寄せいただいた皆様に心から感謝し、

将来像の実現に向け、市民の皆様のさらなるご理解とご協力をお願いします。

令和２年 12月

糸島市長　月形祐二
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第
２
次
糸
島
市
長
期
総
合
計
画

の
策
定
に
あ
た
っ
て

1　
本
市
は
、
平
成
22
年
１
月
に
１
市
２
町
が

合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
３
月
に

「
第
１
次
糸
島
市
長
期
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、

合
併
効
果
を
発
揮
さ
せ
な
が
ら
、
旧
市
町
の
均

衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
て
、
総
合
的
・
計
画

的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
や
農
林
水
産
物
を
中
心
と
す
る

〝
ブ
ラ
ン
ド
糸
島
〞
は
、
全
国
か
ら
脚
光
を
浴

び
、
ま
た
、
一
時
は
減
少
し
た
人
口
も
回
復
し
、

過
去
最
高
の
人
口
を
記
録
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
で
、〝
ブ
ラ
ン
ド
糸
島
〞
を
支
え
る
農

山
漁
村
地
域
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
人
口

や
年
齢
構
成
な
ど
で
地
域
間
格
差
が
生
じ
て
き

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
情

計
画
策
定
の
趣
旨

scene1
勢
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
首
都
圏

へ
の
人
口
流
入
の
拡
大
、
経
済
成
長
の
鈍
化
、

超
高
齢
社
会
の
本
格
化
、
情
報
通
信
技
術
の

進
展
な
ど
、
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
行
政
課

題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
も
長
期

的
な
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
・
計
画
的

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
近
い
将
来
、
必
ず
訪

れ
る
人
口
減
少
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
つ
つ
、

持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
、
市
民
力
・
地

域
力
を
発
揮
し
て
、「
新
し
い
時
代
の
糸
島
」

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
、
糸
島
市
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
の
最
上
位
計
画

と
し
て
「
第
２
次
糸
島
市
長
期
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

計
画
の
構
成
と
期
間

scene2

計画の構成

》長期的な視点に立ち、総合的・
計画的にまちづくりを展開する
とともに、めまぐるしく変化す
る社会・経済情勢などに対応し
ていくため、基本構想、基本計
画、実施計画の３層構造で構
成するものとします。

��

計画の期間

○基本構想：令和３年度（2021 年度）から令和 12 年度（2030 年度）
の 10 年間

○基本計画：前期計画 令和３年度（2021 年度）から令和７年度
（2025 年度）の５年間
後期計画 令和８年度（2026 年度）から令和 12 年度
（2030 年度）の５年間

○実施計画：３年間のローリング方式で毎年更新

��

基本構想

基本計画

実施計画

年度 令和 3年度
（2021 年度）

令和 4年度
（2022 年度）

令和 5年度
（2023 年度）

令和 6年度
（2024 年度）

令和 7年度
（2025 年度）

令和 8年度
（2026 年度）

令和 9年度
（2027 年度）

令和10 年度
（2028 年度）

令和11 年度
（2029 年度）

令和12 年度
（2030 年度）

基本
構想

基本
計画

実施
計画

10 年間

前期５年間 後期５年間

将来像やまちづくりの基本方
針、将来人口、重点課題、基
本目標などを示します。

基本構想に掲げる重点
課題や基本目標に応じ
た具体的な施策や主な
取組などを示します。

基本計画で示した施
策を達成するために
必要な主要事業など
を示します。

第  

　
　
　
　
　 

章

糸島市まちづくり基本条例　～抜粋～

　　（基本理念）
第 4 条　まちづくりは、自助・共助・公助の精神にのっとり、市民、議会及び市
が情報を共有し、参画及び協働によって推進しなければならない。

　　（協働によるまちづくりの推進）
第24条　市民、議会及び市は、この条例の基本理念に基づき、積極的に協働によっ
て、まちづくりを進めるよう努めなければならない。

　　（総合計画）
第28条　市は、市民及び議会に対し市政の方向性を明確にし、総合的かつ計画的
に市政を行うため、市が取り組むべき政策等を示した総合計画を策定する。
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旨

scene1
勢
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
首
都
圏

へ
の
人
口
流
入
の
拡
大
、
経
済
成
長
の
鈍
化
、

超
高
齢
社
会
の
本
格
化
、
情
報
通
信
技
術
の

進
展
な
ど
、
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
行
政
課

題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
も
長
期

的
な
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
・
計
画
的

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
近
い
将
来
、
必
ず
訪

れ
る
人
口
減
少
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
つ
つ
、

持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
、
市
民
力
・
地

域
力
を
発
揮
し
て
、「
新
し
い
時
代
の
糸
島
」

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
、
糸
島
市
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
の
最
上
位
計
画

と
し
て
「
第
２
次
糸
島
市
長
期
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

計
画
の
構
成
と
期
間

scene2

計画の構成

》長期的な視点に立ち、総合的・
計画的にまちづくりを展開する
とともに、めまぐるしく変化す
る社会・経済情勢などに対応し
ていくため、基本構想、基本計
画、実施計画の３層構造で構
成するものとします。

��

計画の期間

○基本構想：令和３年度（2021 年度）から令和 12 年度（2030 年度）
の 10 年間

○基本計画：前期計画 令和３年度（2021 年度）から令和７年度
（2025 年度）の５年間
後期計画 令和８年度（2026 年度）から令和 12 年度
（2030 年度）の５年間

○実施計画：３年間のローリング方式で毎年更新

��

基本構想

基本計画

実施計画

年度 令和 3年度
（2021 年度）

令和 4年度
（2022 年度）

令和 5年度
（2023 年度）

令和 6年度
（2024 年度）

令和 7年度
（2025 年度）

令和 8年度
（2026 年度）

令和 9年度
（2027 年度）

令和10 年度
（2028 年度）

令和11 年度
（2029 年度）

令和12 年度
（2030 年度）

基本
構想

基本
計画

実施
計画

10 年間

前期５年間 後期５年間

将来像やまちづくりの基本方
針、将来人口、重点課題、基
本目標などを示します。

基本構想に掲げる重点
課題や基本目標に応じ
た具体的な施策や主な
取組などを示します。

基本計画で示した施
策を達成するために
必要な主要事業など
を示します。

第  

　
　
　
　
　 

章

糸島市まちづくり基本条例　～抜粋～

　　（基本理念）
第 4 条　まちづくりは、自助・共助・公助の精神にのっとり、市民、議会及び市
が情報を共有し、参画及び協働によって推進しなければならない。

　　（協働によるまちづくりの推進）
第24条　市民、議会及び市は、この条例の基本理念に基づき、積極的に協働によっ
て、まちづくりを進めるよう努めなければならない。

　　（総合計画）
第28条　市は、市民及び議会に対し市政の方向性を明確にし、総合的かつ計画的
に市政を行うため、市が取り組むべき政策等を示した総合計画を策定する。

第
１
章　

第
２
次
糸
島
市
長
期
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

7



（
１
）
人
口
減
少
社
会
・

　
　
　
少
子
高
齢
化
の
本
格
化

社会潮流scene1

糸
島
市
を

取
り
巻
く
背
景

2

　
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
平

成
28
年
の
熊
本
地
震
、
平
成
29
年
の
九
州
北

部
豪
雨
、
平
成
30
年
の
西
日
本
豪
雨
、
令
和

元
年
の
台
風
に
よ
る
多
数
の
河
川
氾
濫
、
令
和

２
年
の
７
月
豪
雨
な
ど
、
大
規
模
な
自
然
災

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
度
重
な
る
大
規
模
自

然
災
害
な
ど
か
ら
人
命
を
守
る
た
め
、ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
国
土
強
靭
化
の
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
経
済
は
、
非
正
規
雇
用
の
増
加
や
実

質
賃
金
の
伸
び
悩
み
な
ど
、
将
来
の
不
安
に
よ

る
個
人
消
費
の
低
迷
か
ら
、
景
気
回
復
を
実

感
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、生
産
拠
点
の
海
外
移
転
な
ど
に
よ
り
、

地
域
経
済
の
縮
小
や
空
洞
化
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
中
小
企
業
・
事
業
者
に
お
い
て
は
、
人

手
不
足
や
後
継
者
の
確
保
が
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
が
旗
を
振
り
、
地
方
創

生
に
向
け
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
中
で
、
地
方
へ
の
〝
人
の
流
れ
〞

や
、
地
方
で
の
〝
し
ご
と
の
創
生
〞
な
ど
の
取

組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
労
働
力

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
な
が
ら
、
生
産

性
の
向
上
や
多
様
な
働
き
方
を
可
能
に
す
る
働

き
方
改
革
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
防
災
・
減
災
意
識
の
高
ま
り

（
４
）
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

（
３
）
地
域
経
済
の
活
性
化

　

総
人
口
が
減
少
す
る
中
、
超
高
齢
社
会
を

迎
え
る
な
ど
、
少
子
高
齢
化
に
は
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
令
和
７
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
75 
歳

以
上
と
な
り
ま
す
。
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
は
、
医
療
・
介
護
・
年
金
な
ど
の
社
会
保

障
費
の
増
加
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う

経
済
規
模
の
縮
小
、
空
き
家
の
増
加
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
伝
統
文
化
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
国
と
地
方
自
治
体
は
、

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
て
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
生
1
0
0 

年
時
代
に
相

応
し
い
働
き
方
と
そ
れ
を
支
え
る
全
世
代
型
の

社
会
保
障
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
、
待
機
児
童
の
解
消
、
高
等

教
育
の
無
償
化
な
ど
の
子
育
て
に
係
る
不
安
解

消
・
負
担
軽
減
に
向
け
た
取
組
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
普
段
か
ら
の「
自
助
」「
互
助
」「
共
助
」「
公
助
」

を
念
頭
に
お
い
た
防
災
・
減
災
意
識
の
醸
成
は

も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
の
救
援
活
動
や
地
域
の
防

災
活
動
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
持
つ
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
安

全
・
安
心
の
体
制
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
が
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る

契
機
と
な
っ
た
総
務
省
の
「
地
域
に
お
け
る
多

文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
の
策
定
か
ら
10
年
以

上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
日
本
に
在

留
す
る
外
国
人
は
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
を
背
景
に
、
幅
広
い
分
野

で
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
外
国
人
材
の
活
用
に

つ
い
て
、
受
け
入
れ
を
拡
大
・
促
進
す
る
た
め
、

平
成
30
年
に
出
入
国
管
理
法
の
改
正
な
ど
の
対

応
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に

さ
ま
ざ
ま
な
国
々
か
ら
多
く
の
外
国
人
が
日
本

に
住
み
、
働
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
国
は
外
国
人
観
光
客
を
令
和
12 

年
ま
で
に
年
間
6,
0
0
0 

万
人
受
け
入
れ
る

目
標
を
掲
げ
て
観
光
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
増
加
す
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
よ
り
一
層
多
文
化
・
多
民
族
化
が

進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
生
活
習
慣
や
文

化
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
れ
て
い
な
い
な
ど
の
状
況
も
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
互
い
を
理
解
し
、
共

生
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

第  

　
　
　
　
　 

章
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（
１
）
人
口
減
少
社
会
・

　
　
　
少
子
高
齢
化
の
本
格
化

社会潮流scene1

糸
島
市
を

取
り
巻
く
背
景

2

　
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
平

成
28
年
の
熊
本
地
震
、
平
成
29
年
の
九
州
北

部
豪
雨
、
平
成
30
年
の
西
日
本
豪
雨
、
令
和

元
年
の
台
風
に
よ
る
多
数
の
河
川
氾
濫
、
令
和

２
年
の
７
月
豪
雨
な
ど
、
大
規
模
な
自
然
災

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
度
重
な
る
大
規
模
自

然
災
害
な
ど
か
ら
人
命
を
守
る
た
め
、ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
国
土
強
靭
化
の
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
経
済
は
、
非
正
規
雇
用
の
増
加
や
実

質
賃
金
の
伸
び
悩
み
な
ど
、
将
来
の
不
安
に
よ

る
個
人
消
費
の
低
迷
か
ら
、
景
気
回
復
を
実

感
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、生
産
拠
点
の
海
外
移
転
な
ど
に
よ
り
、

地
域
経
済
の
縮
小
や
空
洞
化
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
中
小
企
業
・
事
業
者
に
お
い
て
は
、
人

手
不
足
や
後
継
者
の
確
保
が
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
が
旗
を
振
り
、
地
方
創

生
に
向
け
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
中
で
、
地
方
へ
の
〝
人
の
流
れ
〞

や
、
地
方
で
の
〝
し
ご
と
の
創
生
〞
な
ど
の
取

組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
労
働
力

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
な
が
ら
、
生
産

性
の
向
上
や
多
様
な
働
き
方
を
可
能
に
す
る
働

き
方
改
革
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
防
災
・
減
災
意
識
の
高
ま
り

（
４
）
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

（
３
）
地
域
経
済
の
活
性
化

　

総
人
口
が
減
少
す
る
中
、
超
高
齢
社
会
を

迎
え
る
な
ど
、
少
子
高
齢
化
に
は
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
令
和
７
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
75 
歳

以
上
と
な
り
ま
す
。
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
は
、
医
療
・
介
護
・
年
金
な
ど
の
社
会
保

障
費
の
増
加
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う

経
済
規
模
の
縮
小
、
空
き
家
の
増
加
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
伝
統
文
化
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
国
と
地
方
自
治
体
は
、

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
て
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
生
1
0
0 

年
時
代
に
相

応
し
い
働
き
方
と
そ
れ
を
支
え
る
全
世
代
型
の

社
会
保
障
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
、
待
機
児
童
の
解
消
、
高
等

教
育
の
無
償
化
な
ど
の
子
育
て
に
係
る
不
安
解

消
・
負
担
軽
減
に
向
け
た
取
組
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
普
段
か
ら
の「
自
助
」「
互
助
」「
共
助
」「
公
助
」

を
念
頭
に
お
い
た
防
災
・
減
災
意
識
の
醸
成
は

も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
の
救
援
活
動
や
地
域
の
防

災
活
動
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
持
つ
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
安

全
・
安
心
の
体
制
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
が
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る

契
機
と
な
っ
た
総
務
省
の
「
地
域
に
お
け
る
多

文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
の
策
定
か
ら
10
年
以

上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
日
本
に
在

留
す
る
外
国
人
は
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
を
背
景
に
、
幅
広
い
分
野

で
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
外
国
人
材
の
活
用
に

つ
い
て
、
受
け
入
れ
を
拡
大
・
促
進
す
る
た
め
、

平
成
30
年
に
出
入
国
管
理
法
の
改
正
な
ど
の
対

応
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に

さ
ま
ざ
ま
な
国
々
か
ら
多
く
の
外
国
人
が
日
本

に
住
み
、
働
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
国
は
外
国
人
観
光
客
を
令
和
12 

年
ま
で
に
年
間
6,
0
0
0 

万
人
受
け
入
れ
る

目
標
を
掲
げ
て
観
光
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
増
加
す
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
よ
り
一
層
多
文
化
・
多
民
族
化
が

進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
生
活
習
慣
や
文

化
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
れ
て
い
な
い
な
ど
の
状
況
も
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
互
い
を
理
解
し
、
共

生
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

第  

　
　
　
　
　 

章

第
２
章　

糸
島
市
を
取
り
巻
く
背
景
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（
５
）
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

　
子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
、す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
っ

て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
平
成
26
年
に
就
学
支
援
や
生
活
支
援
の

充
実
、
保
護
者
に
対
す
る
就
労
の
支
援
等
の
内

容
を
盛
り
込
ん
だ
「
子
供
の
貧
困
対
策
に
関
す

る
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
、
取
組
が
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
や
核
家
族
化
が

進
む
中
、
質
の
高
い
乳
幼
児
期
の
教
育
・
保
育

（
６
）
観
光
形
態
の
多
様
化

　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
集
団
・
団
体
で
温
泉
地

や
リ
ゾ
ー
ト
地
を
観
光
す
る
だ
け
で
な
く
、
個

人
や
友
人
・
グ
ル
ー
プ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
や
地
域
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
求
め
る
な

ど
、
観
光
の
形
態
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
で
は
、
観
光
振
興
に
よ
り
、
幅
広
い
産

業
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待

し
て
お
り
、
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
、
大
都

市
だ
け
で
な
く
地
方
へ
の
旅
行
に
も
対
応
し
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

（
８
）
世
界
規
模
で
の
環
境
保
全

（
９
）
持
続
可
能
な
社
会
の
創
造

　
こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量 

廃
棄
と
い
う
資
源
消
費
型
の
社
会
経
済
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
、
異
常
気
象
な
ど
、

地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
国
際
的
な
枠
組
み
で
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
国
で
は
、
平
成
30
年
策
定
の
「
第
５
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
に
よ
り
、
令
和
12
年
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
に
向
け
た
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
自
給
率
の
向
上
や
原
子
力
発

（
７
）
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展

　
高
度
情
報
化
社
会
の
到
来
は
、
多
様
で
大
量

の
情
報
が
入
手
可
能
と
な
り
、
人
々
の
生
活
ス

タ
イ
ル
や
経
済
活
動
な
ど
、
社
会
の
あ
り
方
全

般
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
情
報
の
過

多
・
信
憑
性
に
つ
い
て
正
し
い
情
報
の
享
受
・

活
用
な
ど
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
高
度
情
報
化
の
進
展
を
見
据
え
な
が

ら
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
て
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
経
済
発
展
と
地
域
課
題
の
解
決
を

両
立
す
るSociety5.0 

の
社
会
を
目
指
し
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
た
な
付
加
価
値
産
業
の
創

出
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
第
５
世
代
移
動
通

信
シ
ス
テ
ム
（
５
Ｇ
）
な
ど
を
活
用
し
た
地
域

活
性
化
な
ど
、
新
た
な
政
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）
の
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
は
、
平
成
28
年
（
2
0
1
6
年
）
か

ら
令
和
12
年
（
2
0
3
0
年
）
ま
で
の
国
際
目

標
と
な
っ
て
お
り
、
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現

す
る
た
め
の
17 

の
ゴ
ー
ル
・
1
6
9 

の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、
地
球
上
の
誰
一
人
と

し
て
取
り
残
さ
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
は
地
方
創
生
を
一
層
促
進

す
る
た
め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基

本
方
針
2
0
1
7
」
に
お
い
て
、「
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

（
10
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う

　
　  

新
た
な
脅
威
へ
の
対
応

　
情
報
通
信
や
交
通
・
輸
送
手
段
の
技
術
革
新

に
よ
り
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
が
地
球

規
模
で
移
動
・
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
、
利
便

性
や
効
率
性
が
向
上
す
る
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
豚
熱
、
ア
フ
リ
カ
豚
熱
な

ど
の
家
畜
感
染
症
は
、
世
界
規
模
で
流
行
す
る

と
と
も
に
、
国
境
を
越
え
た
経
済
・
金
融
危
機

や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
に
起
因
す
る
脅

威
な
ど
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
脅
威
は
、
人
々
の
生
命
や
生
活
の

み
な
ら
ず
、
経
済
や
社
会
な
ど
、
多
方
面
に
波

及
し
て
お
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
生
活
様
式
の
見
直
し
や
国
際
競
争
力
の
強

化
、
内
需
拡
大
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
進
化

な
ど
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

の
総
合
的
な
提
供
、
保
育
の
量
的
拡
大
・
確
保
、

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
、

子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し

て
、
平
成
27
年
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
や
絶
え
間
な
い
技
術
革
新
な
ど
に
よ
り
、

社
会
構
造
や
雇
用
環
境
な
ど
が
大
き
く
変
化
す

る
時
代
の
中
で
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
学
び
、

考
え
、
判
断
・
行
動
で
き
る
人
材
の
育
成
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
情
報
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の

習
得
に
加
え
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な

ど
の
育
成
、
多
様
な
人
間
関
係
の
形
成
、
い
じ

め
や
不
登
校
な
ど
、
幅
広
い
内
容
に
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
は
増
加
し
続

け
、
平
成
30
年
に
は
3,
1
1
9 

万
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
契
機
に
、
訪

日
外
国
人
観
光
客
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

Ｇ
ｓ
）
の
推
進
」
を
盛
り
込
み
、
地
方
自
治
体

に
お
い
て
も
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
地
方
分
権
や
地
方
創
生
の
推
進
に

向
け
て
は
、
自
ら
の
責
任
と
判
断
に
よ
る
自
主
・

自
立
の
視
点
に
基
づ
い
た
取
組
と
と
も
に
、
民

間
活
力
の
導
入
や
大
学
と
の
連
携
な
ど
、
総
合

力
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

電
へ
の
依
存
度
の
低
減
な
ど
の
取
組
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
な
生
態
系
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
森
林
か
ら
海
域
に

至
る
環
境
を
保
全
・
再
生
・
活
用
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
い
わ
ゆ
る
３
Ｒ
の

推
進
に
よ
る
ご
み
の
減
量
な
ど
、
事
業
者
や
行

政
だ
け
で
な
く
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改

革
に
よ
る
身
近
な
取
組
を
通
じ
て
、
環
境
を
保

全
し
て
い
く
社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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（
５
）
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

　
子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
、す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
っ

て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
平
成
26
年
に
就
学
支
援
や
生
活
支
援
の

充
実
、
保
護
者
に
対
す
る
就
労
の
支
援
等
の
内

容
を
盛
り
込
ん
だ
「
子
供
の
貧
困
対
策
に
関
す

る
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
、
取
組
が
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
や
核
家
族
化
が

進
む
中
、
質
の
高
い
乳
幼
児
期
の
教
育
・
保
育

（
６
）
観
光
形
態
の
多
様
化

　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
集
団
・
団
体
で
温
泉
地

や
リ
ゾ
ー
ト
地
を
観
光
す
る
だ
け
で
な
く
、
個

人
や
友
人
・
グ
ル
ー
プ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
や
地
域
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
求
め
る
な

ど
、
観
光
の
形
態
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
で
は
、
観
光
振
興
に
よ
り
、
幅
広
い
産

業
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待

し
て
お
り
、
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
、
大
都

市
だ
け
で
な
く
地
方
へ
の
旅
行
に
も
対
応
し
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

（
８
）
世
界
規
模
で
の
環
境
保
全

（
９
）
持
続
可
能
な
社
会
の
創
造

　
こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量 

廃
棄
と
い
う
資
源
消
費
型
の
社
会
経
済
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
、
異
常
気
象
な
ど
、

地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
国
際
的
な
枠
組
み
で
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
国
で
は
、
平
成
30
年
策
定
の
「
第
５
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
に
よ
り
、
令
和
12
年
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
に
向
け
た
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
自
給
率
の
向
上
や
原
子
力
発

（
７
）
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展

　
高
度
情
報
化
社
会
の
到
来
は
、
多
様
で
大
量

の
情
報
が
入
手
可
能
と
な
り
、
人
々
の
生
活
ス

タ
イ
ル
や
経
済
活
動
な
ど
、
社
会
の
あ
り
方
全

般
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
情
報
の
過

多
・
信
憑
性
に
つ
い
て
正
し
い
情
報
の
享
受
・

活
用
な
ど
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
高
度
情
報
化
の
進
展
を
見
据
え
な
が

ら
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
て
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
経
済
発
展
と
地
域
課
題
の
解
決
を

両
立
す
るSociety5.0 

の
社
会
を
目
指
し
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
た
な
付
加
価
値
産
業
の
創

出
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
第
５
世
代
移
動
通

信
シ
ス
テ
ム
（
５
Ｇ
）
な
ど
を
活
用
し
た
地
域

活
性
化
な
ど
、
新
た
な
政
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）
の
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
は
、
平
成
28
年
（
2
0
1
6
年
）
か

ら
令
和
12
年
（
2
0
3
0
年
）
ま
で
の
国
際
目

標
と
な
っ
て
お
り
、
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現

す
る
た
め
の
17 

の
ゴ
ー
ル
・
1
6
9 

の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、
地
球
上
の
誰
一
人
と

し
て
取
り
残
さ
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
は
地
方
創
生
を
一
層
促
進

す
る
た
め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基

本
方
針
2
0
1
7
」
に
お
い
て
、「
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

（
10
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う

　
　  

新
た
な
脅
威
へ
の
対
応

　
情
報
通
信
や
交
通
・
輸
送
手
段
の
技
術
革
新

に
よ
り
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
が
地
球

規
模
で
移
動
・
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
、
利
便

性
や
効
率
性
が
向
上
す
る
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
豚
熱
、
ア
フ
リ
カ
豚
熱
な

ど
の
家
畜
感
染
症
は
、
世
界
規
模
で
流
行
す
る

と
と
も
に
、
国
境
を
越
え
た
経
済
・
金
融
危
機

や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
に
起
因
す
る
脅

威
な
ど
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
脅
威
は
、
人
々
の
生
命
や
生
活
の

み
な
ら
ず
、
経
済
や
社
会
な
ど
、
多
方
面
に
波

及
し
て
お
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
生
活
様
式
の
見
直
し
や
国
際
競
争
力
の
強

化
、
内
需
拡
大
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
進
化

な
ど
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

の
総
合
的
な
提
供
、
保
育
の
量
的
拡
大
・
確
保
、

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
、

子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し

て
、
平
成
27
年
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
や
絶
え
間
な
い
技
術
革
新
な
ど
に
よ
り
、

社
会
構
造
や
雇
用
環
境
な
ど
が
大
き
く
変
化
す

る
時
代
の
中
で
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
学
び
、

考
え
、
判
断
・
行
動
で
き
る
人
材
の
育
成
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
情
報
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の

習
得
に
加
え
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な

ど
の
育
成
、
多
様
な
人
間
関
係
の
形
成
、
い
じ

め
や
不
登
校
な
ど
、
幅
広
い
内
容
に
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
は
増
加
し
続

け
、
平
成
30
年
に
は
3,
1
1
9 

万
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
契
機
に
、
訪

日
外
国
人
観
光
客
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

Ｇ
ｓ
）
の
推
進
」
を
盛
り
込
み
、
地
方
自
治
体

に
お
い
て
も
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
地
方
分
権
や
地
方
創
生
の
推
進
に

向
け
て
は
、
自
ら
の
責
任
と
判
断
に
よ
る
自
主
・

自
立
の
視
点
に
基
づ
い
た
取
組
と
と
も
に
、
民

間
活
力
の
導
入
や
大
学
と
の
連
携
な
ど
、
総
合

力
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

電
へ
の
依
存
度
の
低
減
な
ど
の
取
組
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
な
生
態
系
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
森
林
か
ら
海
域
に

至
る
環
境
を
保
全
・
再
生
・
活
用
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
い
わ
ゆ
る
３
Ｒ
の

推
進
に
よ
る
ご
み
の
減
量
な
ど
、
事
業
者
や
行

政
だ
け
で
な
く
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改

革
に
よ
る
身
近
な
取
組
を
通
じ
て
、
環
境
を
保

全
し
て
い
く
社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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●福岡都市圏の中でも、社会増加率は
高い状況にありますが、就職世代が
極端な転出超過となっています。
●九州大学の卒業生の半数以上が、
三大都市圏で就職している状況で
す。
●子育て世代が転入超過となってお
り、15 歳未満の子どもたちも転入
超過となっています。
●外国人人口は、増加傾向にあります。

▶社会増減で人口は増加傾向　▶就職世代が市外に流出

○雇用の創出
○子育て・教育環境の充実
○多文化共生社会への対応

今後の課題

●自然増加率が福岡都市圏の中で最も
低い状況にあります。
●０～６歳の子を持つ夫婦のいる一般
世帯のうち、妻の就業割合は福岡都
市圏の中で最も高くなっています。
●高齢化率は増加傾向にあり、５年間
で3.0 ポイント増えています。

▶自然増加率が低い　▶０～６歳の子を育てながら働く妻が多い

○子育て・教育環境の充実
○超高齢社会への対応

今後の課題

糸島市の主な現状と課題scene2
（1）人口の状況

●特定健診の受診率は、平成 24 年以
降、全国、福岡県を上回っている状
況で、福岡都市圏においても上位に
位置しています。
●一方で、生活習慣病による死亡者数
（人口 10 万人当たり）は、全国平
均よりは下回っているものの、福岡
都市圏の中では２番目に高く、メタ
ボリックシンドローム該当割合も４番
目に高い状況となっています。

▶特定健診の受診率は比較的高い　▶生活習慣病・メタボの該当者が多い

○健康づくりの推進
○超高齢社会への対応

今後の課題

●障害者手帳所持者は、増加傾向に
あり、人口１千人当たりの所持者数
は、福岡都市圏の中で上から２番目
となっています。
●要介護認定率は 14～ 15％で推移
していますが、認定者数は増加傾向
にあります。
●生活困窮者の自立に向けた相談は増
加傾向にあり、年間 200 件を超え
る状況となっています。

▶障がいや生活困窮など、支援を必要とする人が増加

○福祉の相談・支援の充実
○超高齢社会への対応

今後の課題

（２）健康・福祉の状況
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●就業人口１人当たりの農業産出額
は、全国、福岡県と比べると高い状
況ですが、農業就業者の高齢化が
確実に進んでいます。
●就業者１人当たりの市内総生産額
は、福岡都市圏の中で２番目に低い
状況にあり、ブランド糸島を生かし
た地域経済の活性化や九州大学の知
的資源などを生かした生産性の向上
に繋がっていない状況です。

▶農業産出額は高いが、高齢化が進行　▶ 市内総生産が低い

○産業振興・後継者育成
○地域経済の活性化
○学術研究都市への対応

今後の課題

●観光入込客数は年々増加傾向にあ
り、640 万人を超える状況となって
います。
●外国人観光客数においても、年々増
加傾向にあり、平成 30 年で６万人
を超える状況となっています。
●年間商品販売額は福岡都市圏の中
で下から２番目に低く、製造品出荷
額等も福岡県・福岡都市圏の平均よ
り低い状況で、観光入込客数の増加
などが、地域経済に生かせていない
状況です。

▶観光入込客数は増加 　▶年間商品販売額などは低い

○観光振興
○インバウンドへの対応
○地域経済の活性化

今後の課題

（３）産業・経済の状況

●持ち家率は、全国、福岡県、福岡
都市圏と比べても高い状況にありま
すが、一方で、空き家率が増加傾向
にあり、特に農山漁村地域において
は、人口が減少傾向にあります。
●自治会加入率は、90％を維持してい
る状況にはありますが、自治会への
加入は減少傾向にあります。

▶持ち家率は高いが、空き家率は増加　▶自治会加入率が減少傾向

○地域コミュニティの維持
○防災・減災への対応

今後の課題

●福岡県・福岡都市圏と比べると、交
通事故発生件数は低く、減少傾向に
ありますが、全国よりは高くなって
います。
●刑法犯認知件数は、全国、福岡県、
福岡都市圏の中でも低く、減少傾向
にあります。
●都市公園等の面積は、福岡都市圏
の中でも低い状況にあります。

▶交通事故発生件数などは減少傾向　

○安全・安心への対応
○快適な居住空間

今後の課題

（４）生活環境の状況
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●就業人口１人当たりの農業産出額
は、全国、福岡県と比べると高い状
況ですが、農業就業者の高齢化が
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た地域経済の活性化や九州大学の知
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○地域経済の活性化
○学術研究都市への対応

今後の課題

●観光入込客数は年々増加傾向にあ
り、640 万人を超える状況となって
います。
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ありますが、全国よりは高くなって
います。
●刑法犯認知件数は、全国、福岡県、
福岡都市圏の中でも低く、減少傾向
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●都市公園等の面積は、福岡都市圏
の中でも低い状況にあります。

▶交通事故発生件数などは減少傾向　

○安全・安心への対応
○快適な居住空間
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●人口１人当たりの法人市民税徴収額
と市民所得は、全国、福岡県、福岡
都市圏と比べ、低い状況にあります。
●特に、法人市民税徴収額は、福岡
都市圏の中で最下位となっています。
●財政力指数も、福岡都市圏の中で最
下位となっており、ブランド糸島や
九州大学などの資源などを生かしき
れていない状況です。

▶市民所得や法人市民税が低い　▶財政力指数は低い

○地域経済の活性化
○学術研究都市への対応
○戦略的な行財政運営

今後の課題

●経常収支比率は、近年では増加傾
向にありますが、全国、福岡県、福
岡都市圏と比べると、低くなってい
ます。
●将来負担比率についても、全国、福
岡県、福岡都市圏に比べると、低く
なっています。
●ふるさと応援寄附金は増加傾向にあ
ります。

▶経常収支比率は増加傾向　▶将来負担比率は低い

○民間活力や民間資金の活用
○戦略的な行財政運営

今後の課題

（５）財政の状況

●まちへの「愛着度」は、「好き」が
９割を超えており、８割の人が「住
みやすい」と感じています。
●一方、市街地や公園、公共交通な
どの生活環境については、整備され
ていないと思う人が多い状況です。

▶「愛着度」「住みやすさ」は高い　▶市街地や公園などの満足度は低い

○快適な生活環境

今後の課題

●「子育ての環境」「学校教育の環境」
の重要度が高いものの、満足度は、
平均値を下回っている状況です。
●「防災・減災の環境」も、満足度は
平均値を若干上回っていますが、重
要度は高いレベルとなっています。
●「公共交通の環境」「道路・交通ネッ
トワークの環境」は、重要度は高い
ものの、満足度は低い状況です。

▶重要度が高い「子育て」「学校教育」「防災・減災」 ▶満足度が低い「交通環境」

○子育て・教育環境の充実
○防災・減災への対応
○交通利便性の向上

今後の課題

（６）市民満足度調査の状況

市民所得（H27）(千円)
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と市民所得は、全国、福岡県、福岡
都市圏と比べ、低い状況にあります。
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第２部

基
本
構
想

第２次糸島市
長期総合計画

2nd  I toshima City  Long-term 
Comprehens ive  Plan
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将来像

1
糸
島
市
の
将
来
像

　
糸
島
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
規
範
と
な
る

「
糸
島
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
前

文
で
は
、『
市
民
が
誇
り
に
思
い
、
充
実

し
て
暮
ら
せ
る
魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
糸

島
市
を
創
る
』
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
次
糸
島
市
長
期

総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
実
施
し

た
各
種
調
査
で
は
、
本
市
の
貴
重
な
地
域

資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
、
市
民
が
望
ん
で
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
今
後
も
、
糸
島
に
住
む
こ
と
・
訪
れ
る

こ
と
自
体
に
付
加
価
値
が
あ
り
、
将
来
に

渡
っ
て
誇
れ
る
よ
う
、
本
市
の
貴
重
な
地

域
資
源
で
あ
る
自
然
や
食
、
歴
史
・
文
化

な
ど
を
さ
ら
に
磨
く
と
と
も
に
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
個
性
が
輝
き
、
つ
な
が
り
合

い
な
が
ら
、
ま
ち
が
活
気
に
溢
れ
、
暮
ら

し
の
豊
か
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
10
年
後
の
ま
ち
の

姿
と
し
て
、
上
記
の
将
来
像
を
設
定
し
ま

し
た
。
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将来像

1
糸
島
市
の
将
来
像

　
糸
島
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
規
範
と
な
る

「
糸
島
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
前

文
で
は
、『
市
民
が
誇
り
に
思
い
、
充
実

し
て
暮
ら
せ
る
魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
糸

島
市
を
創
る
』
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
次
糸
島
市
長
期

総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
実
施
し

た
各
種
調
査
で
は
、
本
市
の
貴
重
な
地
域

資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
、
市
民
が
望
ん
で
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
今
後
も
、
糸
島
に
住
む
こ
と
・
訪
れ
る

こ
と
自
体
に
付
加
価
値
が
あ
り
、
将
来
に

渡
っ
て
誇
れ
る
よ
う
、
本
市
の
貴
重
な
地

域
資
源
で
あ
る
自
然
や
食
、
歴
史
・
文
化

な
ど
を
さ
ら
に
磨
く
と
と
も
に
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
個
性
が
輝
き
、
つ
な
が
り
合

い
な
が
ら
、
ま
ち
が
活
気
に
溢
れ
、
暮
ら

し
の
豊
か
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
10
年
後
の
ま
ち
の

姿
と
し
て
、
上
記
の
将
来
像
を
設
定
し
ま

し
た
。
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の
将
来
像
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第
２
次
糸
島
市
長
期
総
合
計
画
は
、「
糸
島

市
総
合
計
画
審
議
会
」
を
は
じ
め
、「
ま
ち
づ

く
り
市
民
委
員
会
」
や
「
高
校
生
未
来
会
議

〝
い
と
し
ま
〞
」「
中
学
生
〝
い
と
し
ま
〞
未

来
へ
の
提
言（
作
文
）」「
市
民
満
足
度
調
査
」「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
な
ど
の
市
民
参
画
の
取

組
を
行
い
、
市
民
と
共
に
つ
く
り
あ
げ
て
き
ま

し
た
。

　
そ
の
中
で
、
市
全
般
に
対
す
る
満
足
度
は
高

く
、
概
ね
現
状
に
は
満
足
し
て
い
る
も
の
の
、

「
安
全
・
安
心
」
や
「
生
活
の
快
適
性
」「
さ

ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
」
な
ど
、〝
住
み
や

す
さ
や
豊
か
さ
の
実
感
〞
を
求
め
る
市
民
の

〝
潜
在
的
な
想
い
〞
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

糸
島
市
民
の
想
い

　
将
来
的
な
人
口
減
少
を
見
据
え
つ
つ
、〝
持

続
可
能
な
ま
ち
〞
を
実
現
し
て
い
く
に
は
、
行

政
や
地
域
な
ど
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
〝
ワ
ン
ラ

ン
ク
上
の
ま
ち
づ
く
り
〞
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
〝
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
ま
ち
づ
く
り
〞
と
は
、

従
来
の
よ
う
に
単
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
な

拡
大
を
中
心
に
図
る
の
で
は
な
く
、
行
政
や
地

域
な
ど
の
自
立
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
、
少
子

高
齢
化
や
防
災
・
減
災
へ
の
対
応
な
ど
、
市
民

の
安
心
感
を
高
め
て
い
く
こ
と
、
糸
島
の
魅
力

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
市

民
が
、
安
心
し
て
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
各
分
野
に

お
い
て
、〝
ま
ち
づ
く
り
で
大
切
に
す
る
こ
と
〞

と
し
て
、常
に
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
ま
ち
の
姿
（
目

標
・
理
想
の
状
態
）
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
・
ま
ち
づ
く
り
の
〝
質
〞
を
高

め
、
具
体
的
な
成
果
を
出
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

高校生未来会議
“いとしま”

高校生が選んだ
総合計画策定ロゴマーク

まちづくり
市民委員会
（平成 30年）

まちづくり
市民委員会
（令和元年）

Look Up!
ごらんください

scene1

ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
（
戦
略
）

scene3

scene2

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

ま
ち
づ
く
り
（〝
質
〞の
向
上
）

ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
（
戦
略
）

2
●
将
来
的
な
人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
を
見

据
え
、〝
持
続
可
能
な
ま
ち
〞
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
、
行
政
・
地
域
・
市
民
・
企
業
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
〝
自
立
度
の
高
い
糸
島
づ
く
り
〞

を
行
い
ま
す
。

��

自
立
度
の
高
い

糸
島
づ
く
り

●
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図

り
、
稼
げ
る
ま
ち
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
多

く
の
人
が
憧
れ
、
市
民
が
誇
り
に
思
え
る
ま
ち

に
な
る
た
め
、
本
市
の
〝
魅
力
を
磨
き
上
げ
る

糸
島
づ
く
り
〞
を
行
い
ま
す
。

��

魅
力
を

磨
き
上
げ
る

糸
島
づ
く
り

●
防
災
・
減
災
を
は
じ
め
、
快
適
な
住
環
境
の

整
備
や
安
心
で
き
る
福
祉
施
策
の
展
開
な
ど
、

〝
住
み
た
い
ま
ち
〞
か
ら
〝
住
み
や
す
い
・
住

み
続
け
た
い
糸
島
づ
く
り
〞
を
行
い
ま
す
。

��

住
み
や
す
い
・

住
み
続
け
た
い

糸
島
づ
く
り
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第
２
次
糸
島
市
長
期
総
合
計
画
は
、「
糸
島

市
総
合
計
画
審
議
会
」
を
は
じ
め
、「
ま
ち
づ

く
り
市
民
委
員
会
」
や
「
高
校
生
未
来
会
議

〝
い
と
し
ま
〞
」「
中
学
生
〝
い
と
し
ま
〞
未

来
へ
の
提
言（
作
文
）」「
市
民
満
足
度
調
査
」「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
な
ど
の
市
民
参
画
の
取

組
を
行
い
、
市
民
と
共
に
つ
く
り
あ
げ
て
き
ま

し
た
。

　
そ
の
中
で
、
市
全
般
に
対
す
る
満
足
度
は
高

く
、
概
ね
現
状
に
は
満
足
し
て
い
る
も
の
の
、

「
安
全
・
安
心
」
や
「
生
活
の
快
適
性
」「
さ

ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
」
な
ど
、〝
住
み
や

す
さ
や
豊
か
さ
の
実
感
〞
を
求
め
る
市
民
の

〝
潜
在
的
な
想
い
〞
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

糸
島
市
民
の
想
い

　
将
来
的
な
人
口
減
少
を
見
据
え
つ
つ
、〝
持

続
可
能
な
ま
ち
〞
を
実
現
し
て
い
く
に
は
、
行

政
や
地
域
な
ど
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
〝
ワ
ン
ラ

ン
ク
上
の
ま
ち
づ
く
り
〞
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
〝
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
ま
ち
づ
く
り
〞
と
は
、

従
来
の
よ
う
に
単
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
な

拡
大
を
中
心
に
図
る
の
で
は
な
く
、
行
政
や
地

域
な
ど
の
自
立
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
、
少
子

高
齢
化
や
防
災
・
減
災
へ
の
対
応
な
ど
、
市
民

の
安
心
感
を
高
め
て
い
く
こ
と
、
糸
島
の
魅
力

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
市

民
が
、
安
心
し
て
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
各
分
野
に

お
い
て
、〝
ま
ち
づ
く
り
で
大
切
に
す
る
こ
と
〞

と
し
て
、常
に
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
ま
ち
の
姿
（
目

標
・
理
想
の
状
態
）
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
・
ま
ち
づ
く
り
の
〝
質
〞
を
高

め
、
具
体
的
な
成
果
を
出
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

高校生未来会議
“いとしま”

高校生が選んだ
総合計画策定ロゴマーク

まちづくり
市民委員会
（平成 30年）

まちづくり
市民委員会
（令和元年）

Look Up!
ごらんください

scene1

ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
（
戦
略
）

scene3

scene2

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

ま
ち
づ
く
り
（〝
質
〞の
向
上
）

ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
（
戦
略
）

2
●
将
来
的
な
人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
を
見

据
え
、〝
持
続
可
能
な
ま
ち
〞
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
、
行
政
・
地
域
・
市
民
・
企
業
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
〝
自
立
度
の
高
い
糸
島
づ
く
り
〞

を
行
い
ま
す
。

��

自
立
度
の
高
い

糸
島
づ
く
り

●
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図

り
、
稼
げ
る
ま
ち
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
多

く
の
人
が
憧
れ
、
市
民
が
誇
り
に
思
え
る
ま
ち

に
な
る
た
め
、
本
市
の
〝
魅
力
を
磨
き
上
げ
る

糸
島
づ
く
り
〞
を
行
い
ま
す
。

��

魅
力
を

磨
き
上
げ
る

糸
島
づ
く
り

●
防
災
・
減
災
を
は
じ
め
、
快
適
な
住
環
境
の

整
備
や
安
心
で
き
る
福
祉
施
策
の
展
開
な
ど
、

〝
住
み
た
い
ま
ち
〞
か
ら
〝
住
み
や
す
い
・
住

み
続
け
た
い
糸
島
づ
く
り
〞
を
行
い
ま
す
。

��

住
み
や
す
い
・

住
み
続
け
た
い

糸
島
づ
く
り
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●
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、本
市
の
総
人
口
は
、

今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
人
口
推
計

で
は
、
令
和
７
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後

減
少
に
転
じ
、
令
和
12 
年
の
総
人
口
は

1
0
1
，
9
6
5
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。

●
人
口
３
区
分
で
は
、
生
産
年
齢
（
15-

64 

歳
）

人
口
は
減
少
傾
向
、
高
齢
者
（
65 

歳
以
上
）

人
口
は
増
加
傾
向
、
年
少
（
15
歳
未
満
）
人

口
は
令
和
７
年
ま
で
は
増
加
す
る
も
の
の
、
そ

の
後
、減
少
に
転
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

推
計
人
口

scene1
将
来
人
口

3
��

全
体

推
計
人
口

●
地
域
別
の
推
計
人
口
に
つ
い
て
は
、
人
口
の

推
移
や
年
齢
構
成
な
ど
は
各
地
域
で
異
な
り
ま

す
が
、
都
市
部
で
は
増
加
傾
向
、
農
山
漁
村

地
域
で
は
減
少
傾
向
と
な
り
、
市
内
で
の
地
域

間
格
差
が
拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

●
特
に
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る
地
域
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
人
口
減
少
は
受
け
入
れ
つ
つ
も
、

持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
し
、
移
住
促
進
や

転
出
抑
制
な
ど
の
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

��

地
域
別

推
計
人
口

●人口推計は、コーホート要因法により推計を行いました。コーホート要因法とは、各コーホート（同
年または同期間に出生した集団のこと）ごとに、加齢に伴って生じる年次ごとの変化をその要因（自
然動態：出生・死亡、社会動態：転入・転出）ごとに計算する方法です。
●平成 28 年から令和元年の住民基本台帳を基準人口とし、計画の最終年である令和 12 年まで
の人口について、コーホート要因法による推計をベースに、現在進行中の主な住宅開発による増
加などを加味して人口推計を行いました。

波多江地域（波多江校区）

》総人口は、住宅開発の計画があるものの、令和 4
年をピークに減少傾向に転じ、令和 12 年時点での
総人口は 12,066 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口ともに減少傾向にありますが、高齢者
人口は増加傾向で推移することが予想されます。

前原地域（前原校区）

》総人口は、住宅開発の計画により、増加傾向が予
想され、令和 12 年時点での総人口は 13,412 人と
なる見込みです。年少人口は令和 8 年をピークに減
少傾向に転じますが、生産年齢人口、高齢者人口は
増加傾向で推移することが予想されます。

東風地域（東風校区）

》総人口は、住宅開発の計画により、増加傾向が予
想され、令和 12 年時点での総人口は 11,053 人と
なる見込みです。年少人口は令和 8 年をピークに減
少傾向に転じますが、生産年齢人口、高齢者人口と
もに増加傾向で推移することが予想されます。

Area

Area Area

※

「
地
域
」
と
は
「
小
学
校
区
」
を
意
味
し
ま
す
。
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15,000
（人）

10,000
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※糸島市全体の人口推計は、各地域（校区）の積上げとしています。
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●
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、本
市
の
総
人
口
は
、

今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
人
口
推
計

で
は
、
令
和
７
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後

減
少
に
転
じ
、
令
和
12 
年
の
総
人
口
は

1
0
1
，
9
6
5
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。

●
人
口
３
区
分
で
は
、
生
産
年
齢
（
15-

64 

歳
）

人
口
は
減
少
傾
向
、
高
齢
者
（
65 

歳
以
上
）

人
口
は
増
加
傾
向
、
年
少
（
15
歳
未
満
）
人

口
は
令
和
７
年
ま
で
は
増
加
す
る
も
の
の
、
そ

の
後
、減
少
に
転
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

推
計
人
口

scene1
将
来
人
口

3
��

全
体

推
計
人
口

●
地
域
別
の
推
計
人
口
に
つ
い
て
は
、
人
口
の

推
移
や
年
齢
構
成
な
ど
は
各
地
域
で
異
な
り
ま

す
が
、
都
市
部
で
は
増
加
傾
向
、
農
山
漁
村

地
域
で
は
減
少
傾
向
と
な
り
、
市
内
で
の
地
域

間
格
差
が
拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

●
特
に
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る
地
域
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
人
口
減
少
は
受
け
入
れ
つ
つ
も
、

持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
し
、
移
住
促
進
や

転
出
抑
制
な
ど
の
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

��

地
域
別

推
計
人
口

●人口推計は、コーホート要因法により推計を行いました。コーホート要因法とは、各コーホート（同
年または同期間に出生した集団のこと）ごとに、加齢に伴って生じる年次ごとの変化をその要因（自
然動態：出生・死亡、社会動態：転入・転出）ごとに計算する方法です。
●平成 28 年から令和元年の住民基本台帳を基準人口とし、計画の最終年である令和 12 年まで
の人口について、コーホート要因法による推計をベースに、現在進行中の主な住宅開発による増
加などを加味して人口推計を行いました。

波多江地域（波多江校区）

》総人口は、住宅開発の計画があるものの、令和 4
年をピークに減少傾向に転じ、令和 12 年時点での
総人口は 12,066 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口ともに減少傾向にありますが、高齢者
人口は増加傾向で推移することが予想されます。

前原地域（前原校区）

》総人口は、住宅開発の計画により、増加傾向が予
想され、令和 12 年時点での総人口は 13,412 人と
なる見込みです。年少人口は令和 8 年をピークに減
少傾向に転じますが、生産年齢人口、高齢者人口は
増加傾向で推移することが予想されます。

東風地域（東風校区）

》総人口は、住宅開発の計画により、増加傾向が予
想され、令和 12 年時点での総人口は 11,053 人と
なる見込みです。年少人口は令和 8 年をピークに減
少傾向に転じますが、生産年齢人口、高齢者人口と
もに増加傾向で推移することが予想されます。

Area

Area Area

※

「
地
域
」
と
は
「
小
学
校
区
」
を
意
味
し
ま
す
。
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※糸島市全体の人口推計は、各地域（校区）の積上げとしています。
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怡土地域（怡土校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は 6,232 人となる見込みです。年少人口
はほぼ横ばいで推移し、令和 10 年にピークとなり
ますが、生産年齢人口は減少傾向、高齢者人口は
令和 6 年をピークに減少傾向で推移することが予想
されます。

深江地域（深江校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は 5,181 人となる見込みです。年少人口
は増加傾向、生産年齢人口は減少傾向、高齢者人
口は令和 8 年をピークに減少傾向で推移することが
予想されます。

一貴山地域（一貴山校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は 3,116 人となる見込みです。年少人口
は増減を繰り返しながら減少傾向、生産年齢人口は
減少傾向にありますが、高齢者人口は、令和 8年を
ピークに減少傾向で推移することが予想されます。

Area

Area Area

雷山地域（雷山校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は3,428 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口は減少傾向、高齢者人口は令和 6 年
をピークに減少傾向で推移することが予想されます。

Area

南風地域（南風校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は8,228 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口ともに減少傾向にありますが、高齢者
人口は増加傾向で推移することが予想されます。

長糸地域（長糸校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は1,592 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口、高齢者人口のそれぞれが減少傾向
で推移することが予想されます。

加布里地域（加布里校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は 7,075 人となる見込みです。年少人口
は増加傾向、生産年齢人口は減少傾向、高齢者人
口は令和 8 年をピークに減少傾向で推移することが
予想されます。

Area

Area Area

前原南地域（前原南校区）

》総人口は、住宅建設により、増加傾向が予想され、
令和 12 年時点での総人口は 11,484 人となる見込
みです。年少人口は令和 8 年をピークに減少傾向に
転じますが、生産年齢人口、高齢者人口ともに増加
傾向で推移することが予想されます。
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怡土地域（怡土校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は 6,232 人となる見込みです。年少人口
はほぼ横ばいで推移し、令和 10 年にピークとなり
ますが、生産年齢人口は減少傾向、高齢者人口は
令和 6 年をピークに減少傾向で推移することが予想
されます。

深江地域（深江校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は 5,181 人となる見込みです。年少人口
は増加傾向、生産年齢人口は減少傾向、高齢者人
口は令和 8 年をピークに減少傾向で推移することが
予想されます。

一貴山地域（一貴山校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は 3,116 人となる見込みです。年少人口
は増減を繰り返しながら減少傾向、生産年齢人口は
減少傾向にありますが、高齢者人口は、令和 8年を
ピークに減少傾向で推移することが予想されます。

Area

Area Area

雷山地域（雷山校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は3,428 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口は減少傾向、高齢者人口は令和 6 年
をピークに減少傾向で推移することが予想されます。

Area

南風地域（南風校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は8,228 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口ともに減少傾向にありますが、高齢者
人口は増加傾向で推移することが予想されます。

長糸地域（長糸校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は1,592 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口、高齢者人口のそれぞれが減少傾向
で推移することが予想されます。

加布里地域（加布里校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は 7,075 人となる見込みです。年少人口
は増加傾向、生産年齢人口は減少傾向、高齢者人
口は令和 8 年をピークに減少傾向で推移することが
予想されます。

Area

Area Area

前原南地域（前原南校区）

》総人口は、住宅建設により、増加傾向が予想され、
令和 12 年時点での総人口は 11,484 人となる見込
みです。年少人口は令和 8 年をピークに減少傾向に
転じますが、生産年齢人口、高齢者人口ともに増加
傾向で推移することが予想されます。
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2,697

6,868

1,919

8,228
1,697

5,851

1,321

実績 推計

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

1,745

5,823

1,231

1,868

5,683

1,126     

2,012

5,517

1,028    

2,151

5,365

925

2,346

5,124

858

8,869 8,799 8,676 8,558 8,441 8,327

2,575

4,872

780

15,000
（人）

10,000

5,000

0

15,000
（人）

10,000

5,000

0

2,547

3,847

実績 推計

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

2,595

3,739

2,614

3,638

2,646

3,521

2,647

3,444

2,584

3,425

7,268 7,242 7,219 7,204 7,177 7,135

2,543

3,402

7,075

874874 908908 966966 1,0381,038 1,0871,087 1,1271,127 1,1291,129

1,592

15,000
（人）

10,000

5,000

0
1,068
691691

実績 推計

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

1,969 1,926 1,839 1,778 1,719 1,658

187187210210 205     205     203    203    196 196 191191210210
1,022
694694

948 900
686686 675675

867
656656

832
635635

801
604604

3,428

15,000
（人）

10,000

5,000

0

1,176
2,076

実績 推計

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

1,177
2,038

1,204
1,971

1,213
1,910

1,210
1,872

1,192
1,836

3,787 3,746 3,690 3,638 3,571 3,505
1,168
1,782
479479531531 515     515     515    515    489 489 477477535535

3,428

推計実績

3,428

15,000

10,000

5,000

0

2,675

3,626

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

2,690

3,510

2,733

3,317

2,752

3,147

2,695

3,047

2,635

2,954

7,102 7,005 6,853 6,708 6,551 6,402

2,555

2,889

6,232

788788805805 802     802     809    809    809809 813813801801

（人）

3,116

15,000
（人）

10,000

5,000

0

1,263
1,847

実績 推計

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

1,277
1,804

1,294
1,744

1,306
1,697

1,306
1,638

1,294
1,606

3,407 3,372 3,319 3,272 3,216 3,167
1,275
1,568
274274291291 281     281     269    269    272 272 268268297297

15,000
（人）

10,000

5,000

0

1,818

2,794

実績 推計

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

1,866

2,718

1,942

2,606

1,976

2,557

1,990

2,514

1,975

2,486

5,218 5,202 5,192 5,205 5,209 5,201
1,963

2,469

749749618618 643     643     672    672    705 705 740740606606

5,181
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可也地域（可也校区）

》総人口は、住宅開発の計画により、増加傾向が予
想され、令和 12 年時点での総人口は 9,334 人とな
る見込みです。年少人口は令和 10 年にピークを迎
えますが、生産年齢人口は増減を繰り返しながら概
ね横ばいで推移し、高齢者人口は増加傾向で推移す
ることが予想されます。

引津地域（引津校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は4,170 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口は減少傾向、高齢者人口は令和 2 年
をピークに減少傾向で推移することが予想されます。

桜野地域（桜野校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は1,902 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口、高齢者人口のそれぞれが減少傾向
で推移することが予想されます。

Area

Area Area

福吉地域（福吉校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は3,694 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口ともに減少傾向にありますが、高齢者
人口は増減を繰り返しながら、令和 8年以降、減少
傾向で推移することが予想されます。

Area

Check

●
本
市
の
魅
力
で
あ
る
豊
か
な
自
然
環
境
の
保

全
や
伝
統
文
化
の
継
承
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
一
定
の
人
口
は

必
要
不
可
欠
で
す
。

●
人
口
減
少
社
会
の
中
、
単
純
に
人
口
増
加
を

目
指
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
・
拡
大
す
る
の
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た
り

本
市
が
〝
持
続
可
能
な
ま
ち
〞
と
な
る
た
め
の

人
口
を
設
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
そ
こ
で
、
推
計
人
口
に
、
新
た
な
居
住
空
間

の
整
備
や
人
口
減
少
地
域
対
策
、
子
育
て
支
援

な
ど
に
よ
り
、
令
和
12
年
の
政
策
的
誘
導
人
口

の
増
加
を  

2
，
0
0
0
人
程
度
と
見
込
み
、

将
来
人
口
を
1
0
4
，
0
0
0
人
に
設
定
し
ま

す
。 将

来
人
口

scene2
��

将
来
人
口
の

設
定

●
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
市
全
体
で
目
標
人
口

を
設
定
し
、
人
口
増
加
対
策
を
講
じ
る
の
で
は

な
く
、
年
少
人
口
・
生
産
年
齢
人
口
の
確
保
や

超
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
地
域
に
特
化
し
た

対
策
な
ど
、
対
象
者
や
対
象
地
域
を
明
確
に
し

て
、
効
果
的
に
施
策
・
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

●
将
来
に
わ
た
り
、
市
民
に
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
（
公
共
施
設
の
機
能
維
持
や
医
療
・
福
祉

な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
）
を
維
持
し

て
い
く
た
め
、
来
る
べ
き
人
口
減
少
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

��

将
来
人
口
に
お
け
る

政
策
・
施
策
の
展
開
方
針

令和 12年の糸島市の人口を

104,000人に
15,000
（人）

10,000

5,000

0

1,480
2,037

実績 推計

1,470
2,009

1,483
1,968

1,490
1,935

1,476
1,895

1,459
1,846

4,005 3,964 3,920 3,879 3,820 3,754
1,414
1,833
446446485485 469   469   455    455    450 450 450450488488

3,694

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

15,000
（人）

10,000

5,000

0

2,664

5,019

実績 推計

2,719

5,037

2,834

5,006

2,922

4,954

2,955

4,971

2,971

4,957

8,870 8,973 9,102 9,192 9,285 9,310

2,980

4,981

1,3731,3731,2171,217 1,261   1,261   1,317    1,317    1,359 1,359 1,3821,3821,1871,187

9,334

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

15,000
（人）

10,000

5,000

0
1,313

実績 推計

1,262 1,196 1,116 1,046 979

2,475 2,412 2,298 2,194 2,082 1,989

932
222222257257 244   244   233    233    228 228 226226265265

1,902

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

897897 893893 857857 845845 808808 784784 748748

15,000
（人）

10,000

5,000

0

1,995

2,641

実績 推計

2,013

2,534

1,996

2,410

1,984

2,287

1,958

2,164

1,919

2,067

5,170 5,067 4,892 4,714 4,536 4,364

1,873
1,937
359359520520 486   486   443    443    414 414 378378534534

4,170

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

98,000

100,000

102,000

104,000

106,000

将来人口

政策的誘導人口 人口推計値

H28H27H26H25H24H23H22 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

（人）

104,000
103,800

103,255

101,965101,981101,741101,101

99,982

第２次長期総合計画期間
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可也地域（可也校区）

》総人口は、住宅開発の計画により、増加傾向が予
想され、令和 12 年時点での総人口は 9,334 人とな
る見込みです。年少人口は令和 10 年にピークを迎
えますが、生産年齢人口は増減を繰り返しながら概
ね横ばいで推移し、高齢者人口は増加傾向で推移す
ることが予想されます。

引津地域（引津校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は4,170 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口は減少傾向、高齢者人口は令和 2 年
をピークに減少傾向で推移することが予想されます。

桜野地域（桜野校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は1,902 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口、高齢者人口のそれぞれが減少傾向
で推移することが予想されます。

Area

Area Area

福吉地域（福吉校区）

》総人口は、減少傾向が予想され、令和 12 年時点
での総人口は3,694 人となる見込みです。年少人口、
生産年齢人口ともに減少傾向にありますが、高齢者
人口は増減を繰り返しながら、令和 8年以降、減少
傾向で推移することが予想されます。

Area

Check

●
本
市
の
魅
力
で
あ
る
豊
か
な
自
然
環
境
の
保

全
や
伝
統
文
化
の
継
承
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
一
定
の
人
口
は

必
要
不
可
欠
で
す
。

●
人
口
減
少
社
会
の
中
、
単
純
に
人
口
増
加
を

目
指
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
・
拡
大
す
る
の
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た
り

本
市
が
〝
持
続
可
能
な
ま
ち
〞
と
な
る
た
め
の

人
口
を
設
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
そ
こ
で
、
推
計
人
口
に
、
新
た
な
居
住
空
間

の
整
備
や
人
口
減
少
地
域
対
策
、
子
育
て
支
援

な
ど
に
よ
り
、
令
和
12
年
の
政
策
的
誘
導
人
口

の
増
加
を  

2
，
0
0
0
人
程
度
と
見
込
み
、

将
来
人
口
を
1
0
4
，
0
0
0
人
に
設
定
し
ま

す
。 将

来
人
口

scene2
��

将
来
人
口
の

設
定

●
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
市
全
体
で
目
標
人
口

を
設
定
し
、
人
口
増
加
対
策
を
講
じ
る
の
で
は

な
く
、
年
少
人
口
・
生
産
年
齢
人
口
の
確
保
や

超
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
地
域
に
特
化
し
た

対
策
な
ど
、
対
象
者
や
対
象
地
域
を
明
確
に
し

て
、
効
果
的
に
施
策
・
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

●
将
来
に
わ
た
り
、
市
民
に
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
（
公
共
施
設
の
機
能
維
持
や
医
療
・
福
祉

な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
）
を
維
持
し

て
い
く
た
め
、
来
る
べ
き
人
口
減
少
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

��

将
来
人
口
に
お
け
る

政
策
・
施
策
の
展
開
方
針

令和 12年の糸島市の人口を

104,000人に
15,000
（人）

10,000

5,000

0

1,480
2,037

実績 推計

1,470
2,009

1,483
1,968

1,490
1,935

1,476
1,895

1,459
1,846

4,005 3,964 3,920 3,879 3,820 3,754
1,414
1,833
446446485485 469   469   455    455    450 450 450450488488

3,694

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

15,000
（人）

10,000

5,000

0

2,664

5,019

実績 推計

2,719

5,037

2,834

5,006

2,922

4,954

2,955

4,971

2,971

4,957

8,870 8,973 9,102 9,192 9,285 9,310

2,980

4,981

1,3731,3731,2171,217 1,261   1,261   1,317    1,317    1,359 1,359 1,3821,3821,1871,187

9,334

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

15,000
（人）

10,000

5,000

0
1,313

実績 推計

1,262 1,196 1,116 1,046 979

2,475 2,412 2,298 2,194 2,082 1,989

932
222222257257 244   244   233    233    228 228 226226265265

1,902

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

897897 893893 857857 845845 808808 784784 748748

15,000
（人）

10,000

5,000

0

1,995

2,641

実績 推計

2,013

2,534

1,996

2,410

1,984

2,287

1,958

2,164

1,919

2,067

5,170 5,067 4,892 4,714 4,536 4,364

1,873
1,937
359359520520 486   486   443    443    414 414 378378534534

4,170

R1 R2 R4 R6 R8 R10 R12

15 歳未満 15-64 歳 65 歳以上

98,000

100,000

102,000

104,000

106,000

将来人口

政策的誘導人口 人口推計値

H28H27H26H25H24H23H22 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

（人）

104,000
103,800

103,255

101,965101,981101,741101,101

99,982

第２次長期総合計画期間
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本
市
は
、
現
在
、
転
出
よ
り
転
入
が
多
い
社

会
増
の
状
態
で
あ
り
、
特
に
30
歳
台
以
降
の
子

育
て
世
帯
が
社
会
増
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に

伴
い
15
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
も
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
子
育
て
環
境
と
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
伸
ば
す
教
育
環

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実

ま
ち
づ
く
り
の

重
点
課
題

4
境
の
充
実
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
時

代
の
中
で
、〝
持
続
可
能
な
ま
ち
〞
を
目
指
す

う
え
で
重
要
な
課
題
で
す
。

　
市
民
満
足
度
調
査
に
お
い
て
、「
子
ど
も
を

育
む
環
境
」
や
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
助

け
合
う
環
境
」
は
、
重
要
度
が
高
く
、
満
足

度
が
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
糸
島
市
を
一
層
魅
力
的
な
ま
ち
に

す
る
た
め
に
、
今
後
ど
の
分
野
に
力
を
入
れ
る

の
が
良
い
と
思
う
か
」
に
つ
い
て
は
、「
子
育
て
・

教
育
」（
20
・
5
％
）
が
最
も
高
く
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
通
じ

て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
市
民
が
、
安
心
し
て
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
〝
持
続
可
能
な
ま
ち
〞

の
実
現
に
向
け
て
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
５
つ
の

課
題
を
設
定
し
ま
し
た
。

○
予
算
な
ど
を
集
中
さ
せ
な
が
ら
、
基
本
目
標
の
枠
を
超
え
て
横
断
的
に

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
具
体
的
な
取
組
は
、
基
本
計
画
に
お
い
て
、
重
点
課
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
設
定
し
ま
す
。

　
市
民
満
足
度
調
査
に
お
い
て
、「
防
災
・
減

災
の
環
境
」
の
重
要
度
は
、
非
常
に
高
い
状
況

で
す
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
や
平

成
28
年
の
熊
本
地
震
な
ど
で
は
、
役
場
・
市
役

所
自
体
が
被
災
し
た
こ
と
に
よ
り
、
公
助
の
機

能
が
遅
れ
、
あ
ら
た
め
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
よ
る
助
け
合
い
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
30
年
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、

本
市
も
多
く
の
被
害
が
発
生
し
、「
自
助
」「
互

助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め

て
実
感
す
る
と
と
も
に
、「
ま
ち
づ
く
り
市
民

委
員
会
」
に
お
い
て
も
、
個
人
の
防
災
・
減
災

意
識
を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
が
再
確
認
・
再

認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
規
模
な
災
害
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
中
、
引
き
続
き
、
市
民
の

生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、

市
民
の
防
災
・
減
災
意
識
を
さ
ら
に
高
め
て

い
き
な
が
ら
、
災
害
・
減
災
対
策
を
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策

　
豊
か
な
自
然
環
境
や
恵
ま
れ
た
農
林
水
産
物

を
生
か
し
た
〝
ブ
ラ
ン
ド
糸
島
〞
の
戦
略
は
、

全
国
的
な
知
名
度
の
向
上
や
観
光
入
込
客
の
増

加
な
ど
、
一
定
の
成
果
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
高
校
生
未
来
会
議
〝
い
と
し
ま
〞
」
や
「
ま

ち
づ
く
り
市
民
委
員
会
」
で
の
意
見
、
ま
た
、

各
種
統
計
デ
ー
タ
に
お
い
て
も
、
第
１
次
産
業

が
強
み
で
あ
る
も
の
の
、
観
光
と
の
連
携
や
商

品
販
売
力
の
弱
さ
な
ど
か
ら
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
第
１
次
産
業
の
み
な
ら
ず
、
市
内
の

企
業
や
事
業
所
に
お
い
て
も
、
担
い
手
不
足
や

高
齢
化
な
ど
の
問
題
が
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
第
１
次
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、〝
ブ
ラ
ン
ド
糸
島
〞

の
強
化
に
向
け
た
産
業
間
・
企
業
間
の
連
携
促

進
や
起
業
環
境
の
充
実
に
よ
る
地
域
経
済
の
好

循
環
な
ど
、
稼
げ
る
ま
ち
を
構
築
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

経
済
活
性
化（
稼
ぐ
）

へ
の
取
組

　
九
州
大
学
の
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
完

了
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
九
州
大
学
と
の
連

携
・
交
流
の
取
組
か
ら
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
、

九
州
大
学
が
持
つ
知
的
資
源
を
活
用
し
た
地
方

創
生
や
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
、
具
体
的
な

取
組
・
成
果
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
と
九
州
大
学
が
進
め
る
「
糸

島
サ
イ
エ
ン
ス
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
知
の
拠
点
づ
く

り
）」
や
「
九
州
大
学
国
際
村
（
人
と
地
域
の

交
流
の
場
づ
く
り
）」
の
２
つ
の
構
想
を
は
じ

め
、
産
学
金
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
新
し
い

も
の
を
創
り
出
し
、
発
信
し
て
い
く
拠
点
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
な
ど
、
1
0
0
年
先
を
見
据

え
た
真
の
意
味
で
の
学
術
研
究
都
市
を
構
築
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
術
研
究
都
市
づ
く
り

　
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
本
市
は
今
の
と
こ

ろ
人
口
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、近
い
将
来
、

必
ず
人
口
減
少
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
少

子
高
齢
化
・
超
高
齢
社
会
が
進
行
し
ま
す
。

　
医
療
や
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
費
な
ど
が

増
加
し
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
常
態
化
す
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
の
う
ち
か
ら
、
本
市

に
と
っ
て
必
要
な
施
策
を
見
極
め
、
対
策
を
講

じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
施
策
や
医
療
・
介
護
・

福
祉
施
策
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
で

支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
や
に
ぎ
わ
い
の
創

出
、
交
通
対
策
、
空
き
家
対
策
な
ど
、
支
援

が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
取
組

を
総
合
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

超
高
齢
社
会
へ
の
対
応

九州大学
学術研究都市構想

21 世紀の「知の時代」に相応し
い地域の「知の拠点」、「知的ク
ラスター」づくりを目指して、「九
州大学学術研究都市構想」を平
成 13 年に策定し、九州経済連
合会、福岡県、福岡市、糸島市、
九州大学で構成する九州大学学
術研究都市推進協議会を中心に、
学術研究都市の実現に取り組ん
でいます。
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本
市
は
、
現
在
、
転
出
よ
り
転
入
が
多
い
社

会
増
の
状
態
で
あ
り
、
特
に
30
歳
台
以
降
の
子

育
て
世
帯
が
社
会
増
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に

伴
い
15
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
も
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
子
育
て
環
境
と
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
伸
ば
す
教
育
環

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実

ま
ち
づ
く
り
の

重
点
課
題

4
境
の
充
実
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
時

代
の
中
で
、〝
持
続
可
能
な
ま
ち
〞
を
目
指
す

う
え
で
重
要
な
課
題
で
す
。

　
市
民
満
足
度
調
査
に
お
い
て
、「
子
ど
も
を

育
む
環
境
」
や
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
助

け
合
う
環
境
」
は
、
重
要
度
が
高
く
、
満
足

度
が
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
糸
島
市
を
一
層
魅
力
的
な
ま
ち
に

す
る
た
め
に
、
今
後
ど
の
分
野
に
力
を
入
れ
る

の
が
良
い
と
思
う
か
」
に
つ
い
て
は
、「
子
育
て
・

教
育
」（
20
・
5
％
）
が
最
も
高
く
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
通
じ

て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
市
民
が
、
安
心
し
て
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
〝
持
続
可
能
な
ま
ち
〞

の
実
現
に
向
け
て
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
５
つ
の

課
題
を
設
定
し
ま
し
た
。

○
予
算
な
ど
を
集
中
さ
せ
な
が
ら
、
基
本
目
標
の
枠
を
超
え
て
横
断
的
に

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
具
体
的
な
取
組
は
、
基
本
計
画
に
お
い
て
、
重
点
課
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
設
定
し
ま
す
。

　
市
民
満
足
度
調
査
に
お
い
て
、「
防
災
・
減

災
の
環
境
」
の
重
要
度
は
、
非
常
に
高
い
状
況

で
す
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
や
平

成
28
年
の
熊
本
地
震
な
ど
で
は
、
役
場
・
市
役

所
自
体
が
被
災
し
た
こ
と
に
よ
り
、
公
助
の
機

能
が
遅
れ
、
あ
ら
た
め
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
よ
る
助
け
合
い
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
30
年
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、

本
市
も
多
く
の
被
害
が
発
生
し
、「
自
助
」「
互

助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め

て
実
感
す
る
と
と
も
に
、「
ま
ち
づ
く
り
市
民

委
員
会
」
に
お
い
て
も
、
個
人
の
防
災
・
減
災

意
識
を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
が
再
確
認
・
再

認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
規
模
な
災
害
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
中
、
引
き
続
き
、
市
民
の

生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、

市
民
の
防
災
・
減
災
意
識
を
さ
ら
に
高
め
て

い
き
な
が
ら
、
災
害
・
減
災
対
策
を
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策

　
豊
か
な
自
然
環
境
や
恵
ま
れ
た
農
林
水
産
物

を
生
か
し
た
〝
ブ
ラ
ン
ド
糸
島
〞
の
戦
略
は
、

全
国
的
な
知
名
度
の
向
上
や
観
光
入
込
客
の
増

加
な
ど
、
一
定
の
成
果
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
高
校
生
未
来
会
議
〝
い
と
し
ま
〞
」
や
「
ま

ち
づ
く
り
市
民
委
員
会
」
で
の
意
見
、
ま
た
、

各
種
統
計
デ
ー
タ
に
お
い
て
も
、
第
１
次
産
業

が
強
み
で
あ
る
も
の
の
、
観
光
と
の
連
携
や
商

品
販
売
力
の
弱
さ
な
ど
か
ら
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
第
１
次
産
業
の
み
な
ら
ず
、
市
内
の

企
業
や
事
業
所
に
お
い
て
も
、
担
い
手
不
足
や

高
齢
化
な
ど
の
問
題
が
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
第
１
次
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、〝
ブ
ラ
ン
ド
糸
島
〞

の
強
化
に
向
け
た
産
業
間
・
企
業
間
の
連
携
促

進
や
起
業
環
境
の
充
実
に
よ
る
地
域
経
済
の
好

循
環
な
ど
、
稼
げ
る
ま
ち
を
構
築
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

経
済
活
性
化（
稼
ぐ
）

へ
の
取
組

　
九
州
大
学
の
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
完

了
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
九
州
大
学
と
の
連

携
・
交
流
の
取
組
か
ら
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
、

九
州
大
学
が
持
つ
知
的
資
源
を
活
用
し
た
地
方

創
生
や
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
、
具
体
的
な

取
組
・
成
果
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
と
九
州
大
学
が
進
め
る
「
糸

島
サ
イ
エ
ン
ス
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
知
の
拠
点
づ
く

り
）」
や
「
九
州
大
学
国
際
村
（
人
と
地
域
の

交
流
の
場
づ
く
り
）」
の
２
つ
の
構
想
を
は
じ

め
、
産
学
金
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
新
し
い

も
の
を
創
り
出
し
、
発
信
し
て
い
く
拠
点
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
な
ど
、
1
0
0
年
先
を
見
据

え
た
真
の
意
味
で
の
学
術
研
究
都
市
を
構
築
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
術
研
究
都
市
づ
く
り

　
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
本
市
は
今
の
と
こ

ろ
人
口
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、近
い
将
来
、

必
ず
人
口
減
少
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
少

子
高
齢
化
・
超
高
齢
社
会
が
進
行
し
ま
す
。

　
医
療
や
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
費
な
ど
が

増
加
し
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
常
態
化
す
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
の
う
ち
か
ら
、
本
市

に
と
っ
て
必
要
な
施
策
を
見
極
め
、
対
策
を
講

じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
施
策
や
医
療
・
介
護
・

福
祉
施
策
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
で

支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
や
に
ぎ
わ
い
の
創

出
、
交
通
対
策
、
空
き
家
対
策
な
ど
、
支
援

が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
取
組

を
総
合
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

超
高
齢
社
会
へ
の
対
応

九州大学
学術研究都市構想

21 世紀の「知の時代」に相応し
い地域の「知の拠点」、「知的ク
ラスター」づくりを目指して、「九
州大学学術研究都市構想」を平
成 13 年に策定し、九州経済連
合会、福岡県、福岡市、糸島市、
九州大学で構成する九州大学学
術研究都市推進協議会を中心に、
学術研究都市の実現に取り組ん
でいます。

�������

����������

 task

��

 task

��

 task

��

 task

��

 task

��

第  

　
　
　
　
　 

章

子育て支援原子力防災訓練ブランド糸島 PR高齢者健康づくり 九州大学学術研究都市構想

第
４
章　

ま
ち
づ
く
り
の
重
点
課
題

31



まちづくりの
基本目標（戦術）5

○３つのまちづくり基本方針（戦略）に基づき、本市のまちづくりを総合的・
効果的に展開していくため、６つの基本目標（戦術）を設定します。

○基本目標では、「まちづくりで大切にすること」を念頭に、各種の政策・施策
に取り組んでいき、「ワンランク上」の姿を実現していきます。

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
必
要
な

人
に
必
要
な
情
報
を
し
っ
か
り
届
け
な
が
ら
、

保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
し
、
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
未
来
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

学
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
健
や
か
で
、
豊
か

な
人
間
性
や
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
い
く
た

め
の
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
保
育
・

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
市
民
の
自
主
的
な
文
化
・
芸
術
活
動
の
支

援
な
ど
、
文
化
の
振
興
に
努
め
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
環
境
整
備
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

まちづくりで大切にすること

未
来
社
会
で
輝
く

子
ど
も
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

1.
乳
幼
児
期
か
ら
、
よ
く
遊
び
、
よ

く
学
び
、
人
と
つ
な
が
り
、
地
域

と
つ
な
が
り
、
糸
島
を
大
切
に
想

う
気
持
ち
を
育
ん
だ
子
ど
も
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か

し
な
が
ら
、
自
ら
の
可
能
性
を

信
じ
、
自
己
実
現
に
向
け
て
成

長
し
て
い
け
る
こ
と
を
大
切
に

し
ま
す
。

行政や地域の支援体制
が充実し、安心して出
産や子育てができるとと
もに、子どもたちや家
庭への切れ目ない子育
て支援により、すべての
子どもが健やかに成長
できるまちを目指しま
す。

子
育
ち
・
親
育
ち
の

支
援
の
充
実

●
保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
、
保

育
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
・
発
達
に
向
け
、
乳
幼
児

期
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
や
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
支
援
に
向
け
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
を
育
む
環
境
を
整
え
て
い
く
と
と
も
に
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
や
貧
困
対
策

な
ど
、
子
ど
も
の
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
児
童
虐
待
な
ど
の
対
応
に
加
え
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
、
切
れ
目
な
く
子
育

て
を
支
援
し
、
育
児
の
孤
立
化
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
虐
待
な
ど
の
予
防
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

政
策
１

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

生涯を通じて、芸術や
文化を身近に感じられ
るまち、伝統行事への
参加・参画など、地域
活動や交流が活発なま
ち、市民の知識や経験
が学習や体験活動、ス
ポーツなどに生かせる
まちを目指します。

切
れ
目
の
な
い

学
習
機
会
の
充
実

●
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
芸
術
・
文
化
、
伝
統
行
事

な
ど
を
体
感
・
学
習
・
参
加
で
き
る
機
会
の
提

供
や
活
動
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
文
化

財
を
保
護
・
整
備
し
な
が
ら
、
啓
発
す
る
取
組

を
推
進
し
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
が
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
で

き
る
よ
う
、
保
育
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
て
社
会

体
験
や
自
然
体
験
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
と
ふ
れ
あ
う
場
の
提
供
や
環
境
の
充

実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
協
調
性
や
創
造
性
、

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
成

し
ま
す
。

●
図
書
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
充
実
な

ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
行
い
な
が
ら
、
学
ん
だ
成
果
を
地
域
活
動

な
ど
に
つ
な
げ
る
取
組
を
強
化
し
ま
す
。
　

政
策
３

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

学び続ける保育職・教
職員による質の高い保
育・学校教育、学び続
ける保護者による質の
高い家庭教育、学び続
ける地域住民による質
の高い社会教育を実現
し、児童・生徒一人ひ
とりが、日々、安心・
充実した生活を送るこ
とができるまちを目指し
ます。

保
育
・
学
校
教
育
の

充
実

●
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
信
頼
関
係
を
育
み
な
が
ら
連
携

し
、
子
ど
も
た
ち
が
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に

必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
保
育
・
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
保
育
職
や
教
職
員
の
育
成
・
資
質
の
向
上
を
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
と
働
き
方
改
革
を
推
進
し

ま
す
。

●
不
登
校
や
い
じ
め
、
障
が
い
、
外
国
人
な
ど
、

特
別
な
支
援
や
配
慮
を
要
す
る
乳
幼
児
・
児
童
・

生
徒
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

県
立
特
別
支
援
学
校
の
整
備
を
促
進
し
、
連
携

し
た
取
組
を
展
開
し
ま
す
。

●
学
校
施
設
を
計
画
的
に
改
修
・
更
新
し
な
が
ら
、

小
規
模
の
校
区
に
お
い
て
、
学
校
規
模
の
適
正

化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

政
策
２

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性
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まちづくりの
基本目標（戦術）5

○３つのまちづくり基本方針（戦略）に基づき、本市のまちづくりを総合的・
効果的に展開していくため、６つの基本目標（戦術）を設定します。

○基本目標では、「まちづくりで大切にすること」を念頭に、各種の政策・施策
に取り組んでいき、「ワンランク上」の姿を実現していきます。

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
必
要
な

人
に
必
要
な
情
報
を
し
っ
か
り
届
け
な
が
ら
、

保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
し
、
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
未
来
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

学
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
健
や
か
で
、
豊
か

な
人
間
性
や
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
い
く
た

め
の
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
保
育
・

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
市
民
の
自
主
的
な
文
化
・
芸
術
活
動
の
支

援
な
ど
、
文
化
の
振
興
に
努
め
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
環
境
整
備
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

まちづくりで大切にすること

未
来
社
会
で
輝
く

子
ど
も
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

1.
乳
幼
児
期
か
ら
、
よ
く
遊
び
、
よ

く
学
び
、
人
と
つ
な
が
り
、
地
域

と
つ
な
が
り
、
糸
島
を
大
切
に
想

う
気
持
ち
を
育
ん
だ
子
ど
も
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か

し
な
が
ら
、
自
ら
の
可
能
性
を

信
じ
、
自
己
実
現
に
向
け
て
成

長
し
て
い
け
る
こ
と
を
大
切
に

し
ま
す
。

行政や地域の支援体制
が充実し、安心して出
産や子育てができるとと
もに、子どもたちや家
庭への切れ目ない子育
て支援により、すべての
子どもが健やかに成長
できるまちを目指しま
す。

子
育
ち
・
親
育
ち
の

支
援
の
充
実

●
保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
、
保

育
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
・
発
達
に
向
け
、
乳
幼
児

期
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
や
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
支
援
に
向
け
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
を
育
む
環
境
を
整
え
て
い
く
と
と
も
に
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
や
貧
困
対
策

な
ど
、
子
ど
も
の
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
児
童
虐
待
な
ど
の
対
応
に
加
え
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
、
切
れ
目
な
く
子
育

て
を
支
援
し
、
育
児
の
孤
立
化
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
虐
待
な
ど
の
予
防
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

政
策
１

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

生涯を通じて、芸術や
文化を身近に感じられ
るまち、伝統行事への
参加・参画など、地域
活動や交流が活発なま
ち、市民の知識や経験
が学習や体験活動、ス
ポーツなどに生かせる
まちを目指します。

切
れ
目
の
な
い

学
習
機
会
の
充
実

●
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
芸
術
・
文
化
、
伝
統
行
事

な
ど
を
体
感
・
学
習
・
参
加
で
き
る
機
会
の
提

供
や
活
動
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
文
化

財
を
保
護
・
整
備
し
な
が
ら
、
啓
発
す
る
取
組

を
推
進
し
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
が
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
で

き
る
よ
う
、
保
育
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
て
社
会

体
験
や
自
然
体
験
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
と
ふ
れ
あ
う
場
の
提
供
や
環
境
の
充

実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
協
調
性
や
創
造
性
、

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
成

し
ま
す
。

●
図
書
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
充
実
な

ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
行
い
な
が
ら
、
学
ん
だ
成
果
を
地
域
活
動

な
ど
に
つ
な
げ
る
取
組
を
強
化
し
ま
す
。
　

政
策
３

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

学び続ける保育職・教
職員による質の高い保
育・学校教育、学び続
ける保護者による質の
高い家庭教育、学び続
ける地域住民による質
の高い社会教育を実現
し、児童・生徒一人ひ
とりが、日々、安心・
充実した生活を送るこ
とができるまちを目指し
ます。

保
育
・
学
校
教
育
の

充
実

●
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
信
頼
関
係
を
育
み
な
が
ら
連
携

し
、
子
ど
も
た
ち
が
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に

必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
保
育
・
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
保
育
職
や
教
職
員
の
育
成
・
資
質
の
向
上
を
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
と
働
き
方
改
革
を
推
進
し

ま
す
。

●
不
登
校
や
い
じ
め
、
障
が
い
、
外
国
人
な
ど
、

特
別
な
支
援
や
配
慮
を
要
す
る
乳
幼
児
・
児
童
・

生
徒
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

県
立
特
別
支
援
学
校
の
整
備
を
促
進
し
、
連
携

し
た
取
組
を
展
開
し
ま
す
。

●
学
校
施
設
を
計
画
的
に
改
修
・
更
新
し
な
が
ら
、

小
規
模
の
校
区
に
お
い
て
、
学
校
規
模
の
適
正

化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

政
策
２

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性
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人
口
減
少
や
高
齢
化
、
人
間
関
係
の
希
薄

化
な
ど
、
各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ

り
ま
す
が
、地
域
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
大
変
重
要
に

な
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
き
な
が
ら
、
各
地
域
に
お
い
て
、

地
域
の
特
色
や
時
代
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
あ
り
方
を
考
え
、
新
た
な
担
い
手
や
女
性

の
参
画
な
ど
、
地
域
の
人
材
育
成
に
努
め
て

い
く
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を

軸
に
、
地
域
の
自
立
や
活
力
の
向
上
に
向
け

た
取
組
を
、
み
ん
な
で
考
え
、
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
和
問
題
や
男
女
共
同
参
画
、
性

的
少
数
者
へ
の
理
解
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
人
権
意
識
を
高
め
、
す
べ
て
の
人
が
い
き
い

き
と
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々

が
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
共
に
生
活
で
き

る
よ
う
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、「
地

域
は
、
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
自
ら
つ
く
っ
て
い
く
も
の
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
一
人
ひ
と

り
の
個
性
が
輝
き
、
つ
な
が
り
合

い
、
多
様
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、

地
域
の
中
で
自
分
の
存
在
価
値

を
実
感
で
き
る
こ
と
を
大
切
に

し
ま
す
。

まちづくりで大切にすること

人
と
人
が

つ
な
が
り

助
け
合
う

ま
ち
づ
く
り 2.

多様で新たな地域の担
い手が育ち、多くの地
域住民が主体的に地域
づくりに参画しながら、
地域自ら地域課題の解
決や地域活性化に取り
組む地域コミュニティ
を目指します。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
地
域
活

性
化
や
課
題
解
決
を
図
る
な
ど
、
自
立
し
た
地

域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

●
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
取
組
や
、
新
た
な
担

い
手
の
育
成
・
発
掘
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

●
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
の
対
応
に
向

け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
な
ど
、

市
民
の
自
主
的
な
活
動
を
促
進
・
支
援
し
ま
す
。

政
策
１

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

市民全体に人権意識が
浸透し、あらゆる差別
が解消され、男女の区
別や性的少数者、国籍、
民族の違いなどに関係
なく、一人ひとりが地
域社会の一員として幸
せな人生を過ごせる社
会を目指します。

男
女
共
同
参
画
・
人
権
・

多
文
化
共
生
の
推
進

●
地
域
性
・
多
様
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
家
庭
や
職

場
、
地
域
な
ど
で
今
も
残
る
性
別
な
ど
に
よ
る

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
の
解
消
に
努
め
る
と

と
も
に
、
性
別
に
関
係
な
く
、
個
性
や
能
力
を

発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
が
い
・
や
り

が
い
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
ま

す
。

●
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
許
さ
な
い
社
会
を
目
指

し
て
、
人
権
意
識
や
人
権
感
覚
を
育
成
す
る
取

組
を
行
う
と
と
も
に
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー

に
よ
る
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
か
ら
守
り
、
防
ぐ
取
組

を
強
化
し
ま
す
。

●
文
化
や
習
慣
の
違
い
を
理
解
し
、
尊
重
し
合
え

る
多
文
化
共
生
の
社
会
を
目
指
し
て
、
市
民
意

識
の
醸
成
は
も
ち
ろ
ん
、
外
国
人
市
民
へ
の
総

合
的
な
支
援
を
行
い
、
地
域
社
会
へ
の
参
画
を

促
し
ま
す
。

政
策
３

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

人口の維持・増加対策
は引き続き進めながら
も、たとえ人口が一定
程度減少したとしても、
地域行事や地域活動な
ど、時代の変化に対応
しつつ、コミュニティと
しての機能を維持し、
持続可能な地域となっ
ていくことを目指しま
す。

人
口
減
少
地
域
対
策

●
空
き
家
予
備
群
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
し
な

が
ら
、
マ
ッ
チ
ン
グ
や
移
住
誘
導
を
図
る
な
ど
、

人
口
減
少
地
域
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
農
村
部
や
漁
村
部
な
ど
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
取
組
を
展
開
し
ま
す
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
維
持
に
向
け
て
、

地
域
の
人
材
を
は
じ
め
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
大
学
生
、
民
間
事
業
者
、
関
係
人
口
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
連
携
し
て
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

政
策
２

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性
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人
口
減
少
や
高
齢
化
、
人
間
関
係
の
希
薄

化
な
ど
、
各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ

り
ま
す
が
、地
域
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
大
変
重
要
に

な
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
き
な
が
ら
、
各
地
域
に
お
い
て
、

地
域
の
特
色
や
時
代
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
あ
り
方
を
考
え
、
新
た
な
担
い
手
や
女
性

の
参
画
な
ど
、
地
域
の
人
材
育
成
に
努
め
て

い
く
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を

軸
に
、
地
域
の
自
立
や
活
力
の
向
上
に
向
け

た
取
組
を
、
み
ん
な
で
考
え
、
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
和
問
題
や
男
女
共
同
参
画
、
性

的
少
数
者
へ
の
理
解
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
人
権
意
識
を
高
め
、
す
べ
て
の
人
が
い
き
い

き
と
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々

が
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
共
に
生
活
で
き

る
よ
う
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、「
地

域
は
、
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
自
ら
つ
く
っ
て
い
く
も
の
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
一
人
ひ
と

り
の
個
性
が
輝
き
、
つ
な
が
り
合

い
、
多
様
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、

地
域
の
中
で
自
分
の
存
在
価
値

を
実
感
で
き
る
こ
と
を
大
切
に

し
ま
す
。

まちづくりで大切にすること

人
と
人
が

つ
な
が
り

助
け
合
う

ま
ち
づ
く
り 2.

多様で新たな地域の担
い手が育ち、多くの地
域住民が主体的に地域
づくりに参画しながら、
地域自ら地域課題の解
決や地域活性化に取り
組む地域コミュニティ
を目指します。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
地
域
活

性
化
や
課
題
解
決
を
図
る
な
ど
、
自
立
し
た
地

域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

●
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
取
組
や
、
新
た
な
担

い
手
の
育
成
・
発
掘
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

●
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
の
対
応
に
向

け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
な
ど
、

市
民
の
自
主
的
な
活
動
を
促
進
・
支
援
し
ま
す
。

政
策
１

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

市民全体に人権意識が
浸透し、あらゆる差別
が解消され、男女の区
別や性的少数者、国籍、
民族の違いなどに関係
なく、一人ひとりが地
域社会の一員として幸
せな人生を過ごせる社
会を目指します。

男
女
共
同
参
画
・
人
権
・

多
文
化
共
生
の
推
進

●
地
域
性
・
多
様
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
家
庭
や
職

場
、
地
域
な
ど
で
今
も
残
る
性
別
な
ど
に
よ
る

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
の
解
消
に
努
め
る
と

と
も
に
、
性
別
に
関
係
な
く
、
個
性
や
能
力
を

発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
が
い
・
や
り

が
い
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
ま

す
。

●
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
許
さ
な
い
社
会
を
目
指

し
て
、
人
権
意
識
や
人
権
感
覚
を
育
成
す
る
取

組
を
行
う
と
と
も
に
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー

に
よ
る
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
か
ら
守
り
、
防
ぐ
取
組

を
強
化
し
ま
す
。

●
文
化
や
習
慣
の
違
い
を
理
解
し
、
尊
重
し
合
え

る
多
文
化
共
生
の
社
会
を
目
指
し
て
、
市
民
意

識
の
醸
成
は
も
ち
ろ
ん
、
外
国
人
市
民
へ
の
総

合
的
な
支
援
を
行
い
、
地
域
社
会
へ
の
参
画
を

促
し
ま
す
。

政
策
３

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

人口の維持・増加対策
は引き続き進めながら
も、たとえ人口が一定
程度減少したとしても、
地域行事や地域活動な
ど、時代の変化に対応
しつつ、コミュニティと
しての機能を維持し、
持続可能な地域となっ
ていくことを目指しま
す。

人
口
減
少
地
域
対
策

●
空
き
家
予
備
群
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
し
な

が
ら
、
マ
ッ
チ
ン
グ
や
移
住
誘
導
を
図
る
な
ど
、

人
口
減
少
地
域
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
農
村
部
や
漁
村
部
な
ど
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
取
組
を
展
開
し
ま
す
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
維
持
に
向
け
て
、

地
域
の
人
材
を
は
じ
め
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
大
学
生
、
民
間
事
業
者
、
関
係
人
口
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
連
携
し
て
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

政
策
２

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

第
５
章　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
（
戦
術
）
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市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
た

め
、
頻
発
す
る
台
風
や
集
中
豪
雨
、
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
、
火
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
や
地
域
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
危
機
管

理
体
制
を
強
化
し
、
災
害
に
強
く
、
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
万
一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
自

分
の
命
を
守
る
「
自
助
」、
災
害
発
生
直
後
に

家
族
や
隣
近
所
で
助
け
合
う
「
互
助
」、
復
旧

に
向
け
て
地
域
住
民
や
地
域
外
も
含
め
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
助
け
合
う「
共
助
」、ま
た
、

災
害
弱
者
な
ど
へ
の
手
助
け
や
多
様
な
市
民
へ

の
配
慮
な
ど
、
市
民
の
災
害
に
対
す
る
意
識

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
ま
ち
を
目

指
し
て
、
防
犯
体
制
の
充
実
や
交
通
安
全
対

策
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

市民一人ひとりの防災・
減災に対する意識が高
まり、命を守る行動を
自らの判断で行えるとと
もに、防災・減災に向
けた基盤の整備や迅速・
正確な情報の提供など
により、災害の被害を
最小限に食い止められ
るまちを目指します。

災
害
対
策

●
災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
状
況
把
握

を
強
化
し
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
た
支
援

体
制
を
構
築
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
や
行
政
区
が
自
主
的
に
行
う
防
災
訓
練
や

防
災
・
減
災
活
動
を
支
援
し
、「
自
助
」「
互
助
」

「
共
助
」
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

●
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
災
害
対
策
本
部

の
機
能
・
能
力
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
災

害
対
策
の
情
報
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、
治
山
・
治

水
・
砂
防
な
ど
の
防
災
・
減
災
施
設
の
計
画
的

な
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
糸
島
市
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
地
区
防
災
計
画
の
策
定
を
推

進
し
ま
す
。

政
策
１

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

子どもや高齢者などの
見守り活動や声掛け運
動など、地域の自主的
な活動を通じて、市民
同士の顔が見える地域
が増え、安心して暮ら
せるまちを目指します。

防
犯
・
交
通
安
全
の

推
進

●
交
通
危
険
箇
所
の
対
応
や
道
路
の
安
全
対
策
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
人
に
や
さ
し

い
道
路
・
交
通
環
境
を
整
え
て
い
く
と
と
も
に
、

飲
酒
運
転
の
撲
滅
や
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
地
域
、
学
校
、
警
察
、
行
政
が
連
携
し
た
取
組

を
強
化
し
な
が
ら
、
地
域
の
防
犯
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

●
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
の
向
上
を
図
り
、

犯
罪
が
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

政
策
３

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

市民一人ひとりの消防・
救急に対する意識や知
識を高めるとともに、消
防本部・消防団の機能・
能力が充実し、関係機
関との連携を強化しな
がら、火災や救急、災
害時において、市民の
安全・安心が守られる
まちを目指します。

消
防
・
救
急
の
充
実

●
消
防
本
部
や
消
防
団
の
機
能
を
強
化
し
て
い
く

と
と
も
に
、
消
防
や
救
急
に
対
す
る
市
民
意
識

の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、
防
災
や
救
命
な
ど
、

市
民
の
自
主
的
な
活
動
を
促
進
・
支
援
し
ま
す
。

●
迅
速
な
救
急
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
病
院
な
ど

の
関
係
機
関
と
の
連
携
・
情
報
共
有
の
改
善
・

強
化
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
適
切
な
救
急

車
の
利
用
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
識
啓
発
に
努

め
ま
す
。

●
消
防
団
の
重
要
性
を
周
知
し
な
が
ら
、
男
性
・

女
性
の
消
防
団
員
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
消

防
本
部
と
消
防
団
が
連
携
し
て
、
技
術
・
能
力

の
向
上
を
図
り
、
消
防
・
災
害
な
ど
へ
の
対
応

力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

政
策
２

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

日
ご
ろ
か
ら
、
災
害
を
自
分
の
こ

と
、家
族
の
こ
と
と
し
て
意
識
し
、

隣
近
所
の
こ
と
も
思
い
や
り
、
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
災

害
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、「
公

助
」
だ
け
で
な
く
、「
自
助
」「
互

助
」「
共
助
」
が
発
揮
で
き
る

こ
と 

を
大
切
に
し
ま
す
。

まちづくりで大切にすること

み
ん
な
の

命
と
暮
ら
し

を
守
る

ま
ち
づ
く
り 3.
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市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
た

め
、
頻
発
す
る
台
風
や
集
中
豪
雨
、
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
、
火
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
や
地
域
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
危
機
管

理
体
制
を
強
化
し
、
災
害
に
強
く
、
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
万
一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
自

分
の
命
を
守
る
「
自
助
」、
災
害
発
生
直
後
に

家
族
や
隣
近
所
で
助
け
合
う
「
互
助
」、
復
旧

に
向
け
て
地
域
住
民
や
地
域
外
も
含
め
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
助
け
合
う「
共
助
」、ま
た
、

災
害
弱
者
な
ど
へ
の
手
助
け
や
多
様
な
市
民
へ

の
配
慮
な
ど
、
市
民
の
災
害
に
対
す
る
意
識

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
ま
ち
を
目

指
し
て
、
防
犯
体
制
の
充
実
や
交
通
安
全
対

策
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

市民一人ひとりの防災・
減災に対する意識が高
まり、命を守る行動を
自らの判断で行えるとと
もに、防災・減災に向
けた基盤の整備や迅速・
正確な情報の提供など
により、災害の被害を
最小限に食い止められ
るまちを目指します。

災
害
対
策

●
災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
状
況
把
握

を
強
化
し
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
た
支
援

体
制
を
構
築
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
や
行
政
区
が
自
主
的
に
行
う
防
災
訓
練
や

防
災
・
減
災
活
動
を
支
援
し
、「
自
助
」「
互
助
」

「
共
助
」
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

●
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
災
害
対
策
本
部

の
機
能
・
能
力
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
災

害
対
策
の
情
報
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、
治
山
・
治

水
・
砂
防
な
ど
の
防
災
・
減
災
施
設
の
計
画
的

な
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
糸
島
市
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
地
区
防
災
計
画
の
策
定
を
推

進
し
ま
す
。

政
策
１

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

子どもや高齢者などの
見守り活動や声掛け運
動など、地域の自主的
な活動を通じて、市民
同士の顔が見える地域
が増え、安心して暮ら
せるまちを目指します。

防
犯
・
交
通
安
全
の

推
進

●
交
通
危
険
箇
所
の
対
応
や
道
路
の
安
全
対
策
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
人
に
や
さ
し

い
道
路
・
交
通
環
境
を
整
え
て
い
く
と
と
も
に
、

飲
酒
運
転
の
撲
滅
や
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
地
域
、
学
校
、
警
察
、
行
政
が
連
携
し
た
取
組

を
強
化
し
な
が
ら
、
地
域
の
防
犯
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

●
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
の
向
上
を
図
り
、

犯
罪
が
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

政
策
３

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

市民一人ひとりの消防・
救急に対する意識や知
識を高めるとともに、消
防本部・消防団の機能・
能力が充実し、関係機
関との連携を強化しな
がら、火災や救急、災
害時において、市民の
安全・安心が守られる
まちを目指します。

消
防
・
救
急
の
充
実

●
消
防
本
部
や
消
防
団
の
機
能
を
強
化
し
て
い
く

と
と
も
に
、
消
防
や
救
急
に
対
す
る
市
民
意
識

の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、
防
災
や
救
命
な
ど
、

市
民
の
自
主
的
な
活
動
を
促
進
・
支
援
し
ま
す
。

●
迅
速
な
救
急
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
病
院
な
ど

の
関
係
機
関
と
の
連
携
・
情
報
共
有
の
改
善
・

強
化
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
適
切
な
救
急

車
の
利
用
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
識
啓
発
に
努

め
ま
す
。

●
消
防
団
の
重
要
性
を
周
知
し
な
が
ら
、
男
性
・

女
性
の
消
防
団
員
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
消

防
本
部
と
消
防
団
が
連
携
し
て
、
技
術
・
能
力

の
向
上
を
図
り
、
消
防
・
災
害
な
ど
へ
の
対
応

力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

政
策
２

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

日
ご
ろ
か
ら
、
災
害
を
自
分
の
こ

と
、家
族
の
こ
と
と
し
て
意
識
し
、

隣
近
所
の
こ
と
も
思
い
や
り
、
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
災

害
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、「
公

助
」
だ
け
で
な
く
、「
自
助
」「
互

助
」「
共
助
」
が
発
揮
で
き
る

こ
と 

を
大
切
に
し
ま
す
。

まちづくりで大切にすること

み
ん
な
の

命
と
暮
ら
し

を
守
る

ま
ち
づ
く
り 3.

第
５
章　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
（
戦
術
）
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す
べ
て
の
人
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
主
体
的
に

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
つ
く
り
な
が
ら
、
人
生
1
0
0
年
時
代

を
見
据
え
た
福
祉
・
介
護
・
保
健
・
医
療
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
を
有
す
る
人
や
要
介
護
者

な
ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
関
係
機
関

な
ど
と
連
携
を
図
り
、
地
域
に
お
い
て
助
け

合
い
、
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
包

括
的
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

支
援
を
必
要
と
す
る
人
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
行
政
を
は
じ
め
、
各

種
団
体
、
市
民
、
地
域
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

多
様
な
主
体
が
参
画
し
、
支
え
る
側
・
支
え

ら
れ
る
側
が
連
携
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
地

域
や
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
と
も
に
つ
く
り
、

高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
」

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

あらゆる人が地域社会
に関心を持ち、日ごろ
から助け合い、支え合
い、誰もが安心して生
活できるまちを目指しま
す。

包
括
的
な
地
域
福
祉

の
推
進

●
他
人
事
に
な
り
が
ち
な
地
域
の
困
り
ご
と
を
、

市
民
が
主
体
的
に
「
我
が
事
」
と
し
て
、
地
域

で
解
決
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
子
育
て
、
介
護
、
障
害
、
貧
困
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
「
丸
ご
と
」
受
け
止
め
る
総
合
的

な
相
談
支
援
体
制
を
構
築
し
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を

行
い
ま
す
。

政
策
１

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

高齢者や障がい者だけ
でなく、多様な支援を
必要とする人たちが、
個性が尊重され、力を
発揮しながら、住み慣
れた地域で生きがいを
持って生活することがで
きるまちを目指します。

支
援
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
へ
の
福
祉
の
充
実

●
多
様
な
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

能
力
や
適
性
に
応
じ
た
就
労
を
支
援
・
促
進
す

る
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
側
で
あ
る
事
業
所
な

ど
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
、
社
会
参
加
を
支
援

し
ま
す
。

●
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
在
宅
医
療
・
介
護
、
生

活
支
援
、
介
護
予
防
、
住
ま
い
な
ど
を
一
体
的

に
進
め
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
さ

ら
に
推
進
し
ま
す
。

●
障
が
い
者
が
、
地
域
で
自
立
し
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
障
が
い
者

へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を
行
う
と
と
も
に
、

必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

政
策
３

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

市民が自らの健康に関
心を持ち、主体的に行
動できるように支援し、
お互いに支え合うこと
で、健康寿命を延ばし、
生涯を通じて健やかで
心豊かに生活できるま
ちを目指します。

健
康
・
医
療
の
充
実

●
自
ら
健
康
づ
く
り
を
実
践
す
る
「
自
助
」
を
基

本
と
し
、
地
域
で
支
え
合
う
「
互
助
」、
保
険

料
な
ど
を
負
担
し
て
支
え
合
う
「
共
助
」、
健

康
づ
く
り
の
環
境
を
整
え
る
「
公
助
」
の
取
組

を
一
体
的
に
推
進
し
ま
す
。

●
特
定
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
な
ど
の
受
診
率
の

向
上
を
図
り
、
健
診
結
果
や
対
象
者
の
状
況
に

応
じ
た
効
果
的
で
効
率
的
な
保
健
指
導
に
取
り

組
み
ま
す
。

●
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
な
ど
を
進
め
、
関
係
機

関
が
連
携
し
、
在
宅
生
活
を
支
え
る
体
制
を
整

備
し
ま
す
。

●
糖
尿
病
重
症
化
予
防
や
認
知
症
へ
の
対
応
な

ど
、
保
健
・
医
療
・
介
護
に
係
る
関
係
機
関
の

連
携
を
推
進
し
ま
す
。

政
策
２

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
様
な

市
民
が
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、

世
代
を
超
え
て
支
え
合
い
な
が

ら
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
個
性
や
能
力
を
発
揮
し

な
が
ら
尊
厳
を
持
っ
て
自
律
し

た
生
活
を
送
れ
る
こ
と 

を
大
切

に
し
ま
す
。

まちづくりで大切にすること

健
康
で

安
心
し
て

暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り 4.
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す
べ
て
の
人
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
主
体
的
に

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
つ
く
り
な
が
ら
、
人
生
1
0
0
年
時
代

を
見
据
え
た
福
祉
・
介
護
・
保
健
・
医
療
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
を
有
す
る
人
や
要
介
護
者

な
ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
関
係
機
関

な
ど
と
連
携
を
図
り
、
地
域
に
お
い
て
助
け

合
い
、
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
包

括
的
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

支
援
を
必
要
と
す
る
人
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
行
政
を
は
じ
め
、
各

種
団
体
、
市
民
、
地
域
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

多
様
な
主
体
が
参
画
し
、
支
え
る
側
・
支
え

ら
れ
る
側
が
連
携
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
地

域
や
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
と
も
に
つ
く
り
、

高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
」

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

あらゆる人が地域社会
に関心を持ち、日ごろ
から助け合い、支え合
い、誰もが安心して生
活できるまちを目指しま
す。

包
括
的
な
地
域
福
祉

の
推
進

●
他
人
事
に
な
り
が
ち
な
地
域
の
困
り
ご
と
を
、

市
民
が
主
体
的
に
「
我
が
事
」
と
し
て
、
地
域

で
解
決
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
子
育
て
、
介
護
、
障
害
、
貧
困
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
「
丸
ご
と
」
受
け
止
め
る
総
合
的

な
相
談
支
援
体
制
を
構
築
し
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を

行
い
ま
す
。

政
策
１

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

高齢者や障がい者だけ
でなく、多様な支援を
必要とする人たちが、
個性が尊重され、力を
発揮しながら、住み慣
れた地域で生きがいを
持って生活することがで
きるまちを目指します。

支
援
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
へ
の
福
祉
の
充
実

●
多
様
な
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

能
力
や
適
性
に
応
じ
た
就
労
を
支
援
・
促
進
す

る
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
側
で
あ
る
事
業
所
な

ど
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
、
社
会
参
加
を
支
援

し
ま
す
。

●
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
在
宅
医
療
・
介
護
、
生

活
支
援
、
介
護
予
防
、
住
ま
い
な
ど
を
一
体
的

に
進
め
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
さ

ら
に
推
進
し
ま
す
。

●
障
が
い
者
が
、
地
域
で
自
立
し
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
障
が
い
者

へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を
行
う
と
と
も
に
、

必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

政
策
３

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

市民が自らの健康に関
心を持ち、主体的に行
動できるように支援し、
お互いに支え合うこと
で、健康寿命を延ばし、
生涯を通じて健やかで
心豊かに生活できるま
ちを目指します。

健
康
・
医
療
の
充
実

●
自
ら
健
康
づ
く
り
を
実
践
す
る
「
自
助
」
を
基

本
と
し
、
地
域
で
支
え
合
う
「
互
助
」、
保
険

料
な
ど
を
負
担
し
て
支
え
合
う
「
共
助
」、
健

康
づ
く
り
の
環
境
を
整
え
る
「
公
助
」
の
取
組

を
一
体
的
に
推
進
し
ま
す
。

●
特
定
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
な
ど
の
受
診
率
の

向
上
を
図
り
、
健
診
結
果
や
対
象
者
の
状
況
に

応
じ
た
効
果
的
で
効
率
的
な
保
健
指
導
に
取
り

組
み
ま
す
。

●
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
な
ど
を
進
め
、
関
係
機

関
が
連
携
し
、
在
宅
生
活
を
支
え
る
体
制
を
整

備
し
ま
す
。

●
糖
尿
病
重
症
化
予
防
や
認
知
症
へ
の
対
応
な

ど
、
保
健
・
医
療
・
介
護
に
係
る
関
係
機
関
の

連
携
を
推
進
し
ま
す
。

政
策
２

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
様
な

市
民
が
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、

世
代
を
超
え
て
支
え
合
い
な
が

ら
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
個
性
や
能
力
を
発
揮
し

な
が
ら
尊
厳
を
持
っ
て
自
律
し

た
生
活
を
送
れ
る
こ
と 

を
大
切

に
し
ま
す
。

まちづくりで大切にすること

健
康
で

安
心
し
て

暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り 4.

第
５
章　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
（
戦
術
）
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〝
ブ
ラ
ン
ド
糸
島
〞
の
柱
と
な
っ
て
い
る
第

１
次
産
業
の
振
興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
市
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
産
業
間
・

産
学
金
官
民
連
携
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
高

付
加
価
値
化
、
起
業
支
援
、Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
た

な
技
術
活
用
な
ど
を
戦
略
的
に
進
め
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
生
産
性
の
向
上
、
産
業
間

連
携
、
人
材
の
育
成
、
働
き
方
改
革
、
地
域

経
済
の
好
循
環
を
図
り
、
引
い
て
は
賃
金
労

働
条
件
の
改
善
や
労
働
力
の
確
保
、
担
い
手
・

後
継
者
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
の
恵
ま
れ

た
立
地
条
件
や
九
州
大
学
の
豊
富
な
研
究

シ
ー
ズ
な
ど
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
、
企
業
誘

致
に
取
り
組
み
ま
す
。

農林水産物のブランド
力の強化により、稼ぐこ
とができ、夢や希望を
持って、農林水産業に
就業できるまちを目指し
ます。

農
林
水
産
業
の

振
興

●
Ｉ
o
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
進
的
な
技
術

を
活
用
し
た
生
産
性
の
向
上
や
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
、
新
規
就
業
者
の
確
保
・

定
着
、
女
性
の
経
営
参
画
な
ど
を
進
め
、

経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
生
産
施
設
、
ほ
場
、
農
道
、
た
め
池
、

林
道
、
漁
港
な
ど
、
生
産
基
盤
の
整
備
・

長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

●
農
林
水
産
物
の
高
品
質
化
に
よ
り
、
ブ

ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
、
新
た
な
市
場
の

開
拓
や
高
付
加
価
値
化
を
図
る
こ
と

で
、
収
益
性
の
高
い
農
林
水
産
業
を
進

め
ま
す
。

●
地
産
地
消
や
食
育
の
推
進
を
図
り
、
市

内
に
お
け
る
食
料
自
給
率
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

政
策
１

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

市外からの消費の拡大
や事業者間・産業間の
連携などによる地域内
経済の好循環により、
事業や雇用が拡大し、
地域経済が元気なまち
を目指します。

地
域
経
済
の

活
性
化

●
６
次
産
業
化
や
産
業
間
・
事
業
所
間
の

連
携
を
進
め
な
が
ら
、
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
高
付
加
価
値
化
を
図
り
、
首
都
圏

や
ア
ジ
ア
な
ど
に
向
け
た
販
売
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
好
循
環

を
図
り
ま
す
。

●
小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
や
空
き
店
舗

の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
市
内
消
費
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
後
継
者
や
新
た

な
担
い
手
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
九
州
大
学
な
ど
と
連
携
し
て
新
産
業
の

創
出
に
努
め
る
と
と
も
に
、
起
業
し
や

す
い
環
境
の
整
備
や
創
業
支
援
、
モ
バ

イ
ル
ワ
ー
ク
の
促
進
、
働
き
方
改
革
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
２

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

農林水産業や商工業な
どに観光客の消費効果
が波及し、観光を一つ
の軸として、市内の産
業が成長するまちを目
指します。

観
光
の

成
長
産
業
化

●
本
市
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ

Ｏ
）
で
あ
る
（
一
社
）
糸
島
市
観
光
協

会
を
中
心
と
し
た
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
体
験
型
観
光
の
提
供
な
ど
に
よ

り
、
観
光
関
連
産
業
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

●
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
と
地
域
特
性
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
宿
泊
施
設
の
増
加
を
促
進

し
、
滞
在
時
間
や
消
費
額
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
対
応
、
交
通
網
の
充
実
な
ど
、
観

光
客
の
満
足
度
向
上
に
向
け
、
受
け
入

れ
環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
テ
レ
ビ
、雑
誌
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、

観
光
情
報
を
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、

観
光
客
が
欲
し
い
と
思
う
観
光
情
報
を

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
得
ら
れ
る
よ
う

な
環
境
を
構
築
し
ま
す
。

政
策
３

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

本市の農林水産物のブ
ランド力を生かした食品
関連産業をはじめ、九
州大学を核とした学術
研究都市が実現するこ
とで、企業から選ばれ
るまちを目指します。

企
業
誘
致
の

促
進

●
九
州
大
学
な
ど
と
連
携
し
て
、
学
術
・

開
発
研
究
機
関
や
関
連
企
業
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
支
社
）
な
ど
の
立
地

を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
立
地
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
人
材
確

保
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
企
業

の
進
出
意
欲
を
高
め
る
取
組
を
行
い
ま

す
。

●
地
区
計
画
区
域
の
拡
大
や
産
業
団
地
な

ど
の
整
備
に
よ
り
、
企
業
が
進
出
で
き

る
用
地
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
４

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

自
然
環
境
や
新
鮮
な
農
林
水
産

物
な
ど
の
強
み
を
生
か
し
、〝
ブ

ラ
ン
ド
糸
島
〞
の
さ
ら
な
る
向
上

や
産
学
金
官
民
連
携
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
、
多
様
な
働
き
方
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
・
産

業
が
活
気
に
溢
れ
、
糸
島
の
し

ご
と
の
魅
力
を
高
め
、
糸
島
で

働
く
こ
と
に
誇
り
が
持
て
る
こ

と 

を
大
切
に
し
ま
す
。

まちづくりで大切にすること

ブ
ラ
ン
ド

糸
島
で

活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り 5.
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〝
ブ
ラ
ン
ド
糸
島
〞
の
柱
と
な
っ
て
い
る
第

１
次
産
業
の
振
興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
市
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
産
業
間
・

産
学
金
官
民
連
携
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
高

付
加
価
値
化
、
起
業
支
援
、Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
た

な
技
術
活
用
な
ど
を
戦
略
的
に
進
め
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
生
産
性
の
向
上
、
産
業
間

連
携
、
人
材
の
育
成
、
働
き
方
改
革
、
地
域

経
済
の
好
循
環
を
図
り
、
引
い
て
は
賃
金
労

働
条
件
の
改
善
や
労
働
力
の
確
保
、
担
い
手
・

後
継
者
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
の
恵
ま
れ

た
立
地
条
件
や
九
州
大
学
の
豊
富
な
研
究

シ
ー
ズ
な
ど
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
、
企
業
誘

致
に
取
り
組
み
ま
す
。

農林水産物のブランド
力の強化により、稼ぐこ
とができ、夢や希望を
持って、農林水産業に
就業できるまちを目指し
ます。

農
林
水
産
業
の

振
興

●
Ｉ
o
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
進
的
な
技
術

を
活
用
し
た
生
産
性
の
向
上
や
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
、
新
規
就
業
者
の
確
保
・

定
着
、
女
性
の
経
営
参
画
な
ど
を
進
め
、

経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
生
産
施
設
、
ほ
場
、
農
道
、
た
め
池
、

林
道
、
漁
港
な
ど
、
生
産
基
盤
の
整
備
・

長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

●
農
林
水
産
物
の
高
品
質
化
に
よ
り
、
ブ

ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
、
新
た
な
市
場
の

開
拓
や
高
付
加
価
値
化
を
図
る
こ
と

で
、
収
益
性
の
高
い
農
林
水
産
業
を
進

め
ま
す
。

●
地
産
地
消
や
食
育
の
推
進
を
図
り
、
市

内
に
お
け
る
食
料
自
給
率
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

政
策
１

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

市外からの消費の拡大
や事業者間・産業間の
連携などによる地域内
経済の好循環により、
事業や雇用が拡大し、
地域経済が元気なまち
を目指します。

地
域
経
済
の

活
性
化

●
６
次
産
業
化
や
産
業
間
・
事
業
所
間
の

連
携
を
進
め
な
が
ら
、
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
高
付
加
価
値
化
を
図
り
、
首
都
圏

や
ア
ジ
ア
な
ど
に
向
け
た
販
売
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
好
循
環

を
図
り
ま
す
。

●
小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
や
空
き
店
舗

の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
市
内
消
費
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
後
継
者
や
新
た

な
担
い
手
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
九
州
大
学
な
ど
と
連
携
し
て
新
産
業
の

創
出
に
努
め
る
と
と
も
に
、
起
業
し
や

す
い
環
境
の
整
備
や
創
業
支
援
、
モ
バ

イ
ル
ワ
ー
ク
の
促
進
、
働
き
方
改
革
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
２

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

農林水産業や商工業な
どに観光客の消費効果
が波及し、観光を一つ
の軸として、市内の産
業が成長するまちを目
指します。

観
光
の

成
長
産
業
化

●
本
市
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ

Ｏ
）
で
あ
る
（
一
社
）
糸
島
市
観
光
協

会
を
中
心
と
し
た
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
体
験
型
観
光
の
提
供
な
ど
に
よ

り
、
観
光
関
連
産
業
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

●
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
と
地
域
特
性
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
宿
泊
施
設
の
増
加
を
促
進

し
、
滞
在
時
間
や
消
費
額
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
対
応
、
交
通
網
の
充
実
な
ど
、
観

光
客
の
満
足
度
向
上
に
向
け
、
受
け
入

れ
環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
テ
レ
ビ
、雑
誌
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、

観
光
情
報
を
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、

観
光
客
が
欲
し
い
と
思
う
観
光
情
報
を

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
得
ら
れ
る
よ
う

な
環
境
を
構
築
し
ま
す
。

政
策
３

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

本市の農林水産物のブ
ランド力を生かした食品
関連産業をはじめ、九
州大学を核とした学術
研究都市が実現するこ
とで、企業から選ばれ
るまちを目指します。

企
業
誘
致
の

促
進

●
九
州
大
学
な
ど
と
連
携
し
て
、
学
術
・

開
発
研
究
機
関
や
関
連
企
業
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
支
社
）
な
ど
の
立
地

を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
立
地
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
人
材
確

保
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
企
業

の
進
出
意
欲
を
高
め
る
取
組
を
行
い
ま

す
。

●
地
区
計
画
区
域
の
拡
大
や
産
業
団
地
な

ど
の
整
備
に
よ
り
、
企
業
が
進
出
で
き

る
用
地
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
４

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

自
然
環
境
や
新
鮮
な
農
林
水
産

物
な
ど
の
強
み
を
生
か
し
、〝
ブ

ラ
ン
ド
糸
島
〞
の
さ
ら
な
る
向
上

や
産
学
金
官
民
連
携
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
、
多
様
な
働
き
方
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
・
産

業
が
活
気
に
溢
れ
、
糸
島
の
し

ご
と
の
魅
力
を
高
め
、
糸
島
で

働
く
こ
と
に
誇
り
が
持
て
る
こ

と 

を
大
切
に
し
ま
す
。

まちづくりで大切にすること

ブ
ラ
ン
ド

糸
島
で

活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り 5.

第
５
章　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
（
戦
術
）
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快
適
で
暮
ら
し
や
す
く
、〝
住
み
続
け
た
い

ま
ち
〞
と
な
る
よ
う
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
な
ど
の
考
え
方
に
基
づ
く
都
市
空
間
を
形
成

す
る
と
と
も
に
、
生
活
・
経
済
の
基
礎
と
な
る

都
市
基
盤
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
内
交
通
に
つ
い
て
は
、
国
が
推

進
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
考
え
の
も
と
、
多
く
の
市
民
が
快

適
に
利
用
で
き
る
公
共
交
通
網
の
形
成
を
検
討

し
な
が
ら
、
商
業
施
設
や
医
療
施
設
、
福
祉

施
設
、
公
共
施
設
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利
便

性
だ
け
で
な
く
、
地
域
活
性
化
も
考
慮
し
た
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
道
路
・
上
下
水
道
や
快
適
な
暮
ら
し
を
支

え
る
公
園
な
ど
の
都
市
基
盤
施
設
の
計
画
的
な

整
備
・
更
新
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
市
の
魅

力
で
あ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
未
来
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
環
境
に
も
配

慮
し
た
、
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
　
　公共交通だけでなく、

新たな移動手段の確保
などにより、自動車の
運転ができなくても、日
常生活が安心して送れ
るまちを目指します。

交
通
環
境
の

充
実

●
鉄
道
を
軸
と
し
て
、
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
渡
船
が
連
携
し
た
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
便
性
を
高
め

ま
す
。

●
公
共
交
通
が
不
便
な
地
域
に
お
い
て
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
自
主
運
行
バ

ス
の
導
入
を
促
進
し
ま
す
。

●
公
共
交
通
や
自
主
運
行
バ
ス
と
、
買
い

物
バ
ス
や
病
院
送
迎
バ
ス
、
自
家
用
車

相
乗
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手
段

が
連
携
し
た
交
通
体
系
を
目
指
し
ま

す
。

政
策
２

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

スムーズに移動できる道
路ネットワークを構築す
るとともに、歩行者はも
ちろん、自転車、バイク、
自動車などが、安全・
快適に道路を利用でき
るまちを目指します。

道
路
な
ど
の

整
備

●
市
内
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
、

国
や
県
と
連
携
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

●
狭
隘
な
道
路
や
未
舗
装
道
路
、
歩
道
の

整
備
や
駅
周
辺
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
推
進
し
、
良
好
な
道
路
環
境
へ
の

改
善
に
努
め
ま
す
。

●
車
道
の
路
肩
な
ど
を
活
用
し
た
自
転
車

走
行
空
間
を
整
備
し
、
走
行
誘
導
を
進

め
、
誰
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る
環
境

を
整
え
ま
す
。

●
道
路
・
橋
梁
の
維
持
管
理
費
の
将
来
へ

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
計
画
的
な
長
寿

命
化
対
策
を
進
め
ま
す
。

政
策
３

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

安全な水を安定的に供
給し続けるとともに、下
水や雨水を適正に処理
し、健全な水循環が構
築されたまちを目指しま
す。

上
下
水
道
の

整
備

●
水
道
事
業
の
徹
底
し
た
経
費
削
減
や
効

率
的
な
事
業
運
営
、
施
設
の
長
寿
命
化
、

耐
震
化
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、
水
道

の
需
要
な
ど
を
十
分
に
調
査
・
検
討
し
、

必
要
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
水
道
事
業
の
広
域
化
・
広
域
連
携
に
つ

い
て
、
調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

●
市
民
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
つ
つ
、
地
域
に

適
し
た
下
水
道
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を

策
定
し
、
施
設
・
設
備
の
長
寿
命
化
を

進
め
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
、
浸
水
箇
所
の
雨
水
管
渠
整

備
を
進
め
ま
す
。 政

策
４

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

豊かな自然環境や美しい
景観を保全・再生し、ブ
ランド価値を高めるととも
に、市民のエネルギー自
給率の向上や省エネの取
組、ごみの減量、リサイ
クルの推進など、市民一
人ひとりの環境意識が高
いまちを目指します。

環
境
の
保
全

●
環
境
や
景
観
の
保
全
意
識
の
向
上
に
努

め
、
環
境
美
化
活
動
へ
の
参
加
者
の
拡

大
や
活
動
支
援
の
充
実
を
図
り
、
保
全

さ
れ
た
自
然
環
境
や
美
し
い
景
観
に
よ

る
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
ま
す
。

●
ご
み
を
減
ら
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定

着
に
向
け
て
、
環
境
教
育
の
充
実
な
ど

に
よ
り
、
３
Ｒ
の
推
進
の
強
化
・
徹
底

を
図
り
ま
す
。

●
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
進
め
る
と
と
も
に
、
一
般
家

庭
へ
の
導
入
も
支
援
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
を
高
め
ま
す
。

政
策
５

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

市街地と農地・自然が
調和し、バランスのとれ
た土地利用により、ずっ
と住み続けたいと思える
ような、地域の特性を
生かした地域価値の高
いまちを目指します。

都
市
機
能
の

充
実

●
適
正
な
土
地
利
用
計
画
に
よ
る
新
た
な

人
口
の
受
け
皿
づ
く
り
や
、
産
業
振
興
、

賑
わ
い
創
出
な
ど
に
資
す
る
都
市
的
土

地
利
用
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

●
住
宅
に
困
窮
す
る
低
所
得
者
な
ど
に
対

し
て
、
市
営
住
宅
を
補
完
す
る
新
た
な

取
組
を
進
め
ま
す
。

●
公
園
施
設
の
計
画
的
な
更
新
・
整
備
を

行
い
、
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
市
民

が
利
用
し
や
す
い
公
園
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

●
糸
島
市
運
動
公
園
を
整
備
し
、
多
く
の

市
民
が
多
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
、
気
軽
に
集
え
、
防
災
意
識
が
高
ま

る
運
動
公
園
に
し
て
い
き
ま
す
。

政
策
１

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

快
適
で

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

6.

まちづくりで大切にすること

自
然
と
都
市
の
調
和
を
図
り
、

地
域
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
都

市
部
、
農
村
部
、
漁
村
部
、
山

間
部
な
ど
、
各
地
域
の
特
色
に

応
じ
て
、
住
環
境
や
生
活
環
境

の
快
適
性
を
高
め
て
い
く
こ
と

を
大
切
に
し
ま
す
。

42



　
快
適
で
暮
ら
し
や
す
く
、〝
住
み
続
け
た
い

ま
ち
〞
と
な
る
よ
う
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
な
ど
の
考
え
方
に
基
づ
く
都
市
空
間
を
形
成

す
る
と
と
も
に
、
生
活
・
経
済
の
基
礎
と
な
る

都
市
基
盤
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
内
交
通
に
つ
い
て
は
、
国
が
推

進
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
考
え
の
も
と
、
多
く
の
市
民
が
快

適
に
利
用
で
き
る
公
共
交
通
網
の
形
成
を
検
討

し
な
が
ら
、
商
業
施
設
や
医
療
施
設
、
福
祉

施
設
、
公
共
施
設
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利
便

性
だ
け
で
な
く
、
地
域
活
性
化
も
考
慮
し
た
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
道
路
・
上
下
水
道
や
快
適
な
暮
ら
し
を
支

え
る
公
園
な
ど
の
都
市
基
盤
施
設
の
計
画
的
な

整
備
・
更
新
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
市
の
魅

力
で
あ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
未
来
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
環
境
に
も
配

慮
し
た
、
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
　
　公共交通だけでなく、

新たな移動手段の確保
などにより、自動車の
運転ができなくても、日
常生活が安心して送れ
るまちを目指します。

交
通
環
境
の

充
実

●
鉄
道
を
軸
と
し
て
、
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
渡
船
が
連
携
し
た
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
便
性
を
高
め

ま
す
。

●
公
共
交
通
が
不
便
な
地
域
に
お
い
て
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
自
主
運
行
バ

ス
の
導
入
を
促
進
し
ま
す
。

●
公
共
交
通
や
自
主
運
行
バ
ス
と
、
買
い

物
バ
ス
や
病
院
送
迎
バ
ス
、
自
家
用
車

相
乗
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手
段

が
連
携
し
た
交
通
体
系
を
目
指
し
ま

す
。

政
策
２

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

スムーズに移動できる道
路ネットワークを構築す
るとともに、歩行者はも
ちろん、自転車、バイク、
自動車などが、安全・
快適に道路を利用でき
るまちを目指します。

道
路
な
ど
の

整
備

●
市
内
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
、

国
や
県
と
連
携
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

●
狭
隘
な
道
路
や
未
舗
装
道
路
、
歩
道
の

整
備
や
駅
周
辺
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
推
進
し
、
良
好
な
道
路
環
境
へ
の

改
善
に
努
め
ま
す
。

●
車
道
の
路
肩
な
ど
を
活
用
し
た
自
転
車

走
行
空
間
を
整
備
し
、
走
行
誘
導
を
進

め
、
誰
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る
環
境

を
整
え
ま
す
。

●
道
路
・
橋
梁
の
維
持
管
理
費
の
将
来
へ

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
計
画
的
な
長
寿

命
化
対
策
を
進
め
ま
す
。

政
策
３

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

安全な水を安定的に供
給し続けるとともに、下
水や雨水を適正に処理
し、健全な水循環が構
築されたまちを目指しま
す。

上
下
水
道
の

整
備

●
水
道
事
業
の
徹
底
し
た
経
費
削
減
や
効

率
的
な
事
業
運
営
、
施
設
の
長
寿
命
化
、

耐
震
化
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、
水
道

の
需
要
な
ど
を
十
分
に
調
査
・
検
討
し
、

必
要
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
水
道
事
業
の
広
域
化
・
広
域
連
携
に
つ

い
て
、
調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

●
市
民
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
つ
つ
、
地
域
に

適
し
た
下
水
道
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を

策
定
し
、
施
設
・
設
備
の
長
寿
命
化
を

進
め
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
、
浸
水
箇
所
の
雨
水
管
渠
整

備
を
進
め
ま
す
。 政

策
４

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

豊かな自然環境や美しい
景観を保全・再生し、ブ
ランド価値を高めるととも
に、市民のエネルギー自
給率の向上や省エネの取
組、ごみの減量、リサイ
クルの推進など、市民一
人ひとりの環境意識が高
いまちを目指します。

環
境
の
保
全

●
環
境
や
景
観
の
保
全
意
識
の
向
上
に
努

め
、
環
境
美
化
活
動
へ
の
参
加
者
の
拡

大
や
活
動
支
援
の
充
実
を
図
り
、
保
全

さ
れ
た
自
然
環
境
や
美
し
い
景
観
に
よ

る
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
ま
す
。

●
ご
み
を
減
ら
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定

着
に
向
け
て
、
環
境
教
育
の
充
実
な
ど

に
よ
り
、
３
Ｒ
の
推
進
の
強
化
・
徹
底

を
図
り
ま
す
。

●
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
進
め
る
と
と
も
に
、
一
般
家

庭
へ
の
導
入
も
支
援
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
を
高
め
ま
す
。

政
策
５

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

市街地と農地・自然が
調和し、バランスのとれ
た土地利用により、ずっ
と住み続けたいと思える
ような、地域の特性を
生かした地域価値の高
いまちを目指します。

都
市
機
能
の

充
実

●
適
正
な
土
地
利
用
計
画
に
よ
る
新
た
な

人
口
の
受
け
皿
づ
く
り
や
、
産
業
振
興
、

賑
わ
い
創
出
な
ど
に
資
す
る
都
市
的
土

地
利
用
へ
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

●
住
宅
に
困
窮
す
る
低
所
得
者
な
ど
に
対

し
て
、
市
営
住
宅
を
補
完
す
る
新
た
な

取
組
を
進
め
ま
す
。

●
公
園
施
設
の
計
画
的
な
更
新
・
整
備
を

行
い
、
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
市
民

が
利
用
し
や
す
い
公
園
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

●
糸
島
市
運
動
公
園
を
整
備
し
、
多
く
の

市
民
が
多
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
、
気
軽
に
集
え
、
防
災
意
識
が
高
ま

る
運
動
公
園
に
し
て
い
き
ま
す
。

政
策
１

ワンランク上の姿
LEVEL UP

政策の方向性

快
適
で

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

6.

まちづくりで大切にすること

自
然
と
都
市
の
調
和
を
図
り
、

地
域
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
都

市
部
、
農
村
部
、
漁
村
部
、
山

間
部
な
ど
、
各
地
域
の
特
色
に

応
じ
て
、
住
環
境
や
生
活
環
境

の
快
適
性
を
高
め
て
い
く
こ
と

を
大
切
に
し
ま
す
。

第
５
章　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
（
戦
術
）
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市
民
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
す
る
こ
と
を

基
本
に
、
公
平
・
公
正
で
透
明
な
行
政
経
営

戦
略
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
を
進
め
、
さ
ら
な
る

歳
入
確
保
・
歳
出
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、

中
期
財
政
計
画
に
基
づ
い
た
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
確
実
に
実
行
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
行
政
経

営
を
目
指
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま
え
て
、

各
種
政
策
を
展
開
し
て
い
く
と
と
も
に
、
限
ら

れ
た
人
員
・
予
算
の
中
で
、
効
果
的
・
効
率
的

な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、

大
学
と
の
連
携
な
ど
、
行
政
事
務
の
効
率
化
・

省
力
化
な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
状
況
に
応

じ
て
効
率
的
な
組
織
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
民
協
働
や
民
間
と
の
連
携
な
ど

に
よ
り
、
経
費
の
削
減
だ
け
で
な
く
、
必
要
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
と
と
も
に
、

公
共
施
設
な
ど
の
長
寿
命
化
や
最
適
な
施
設

配
置
な
ど
に
つ
い
て
も
、
確
実
に
実
行
し
ま
す
。

行
政
経
営
戦
略
の
展
開

行
政
経
営
戦
略

６

○着実に重点課題に対応し、基本目標を実現していくには、それをしっかりと
下支えする健全な財政運営はもちろん、民間活力やＩＣＴなどの活用、大学
連携など、市民や民間事業者などの多様な主体と共創・協働・連携を図りな
がら、将来的な人口減少を見据え、社会・経済情勢に対応した経営的・戦略
的な行政経営を展開する必要があります。

各
政
策
・
施
策
の
達
成
に
向
け
て
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
政
策

推
進
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
展
開
し
ま
す
。

●
市
民
視
点
で
の
成
果
を
重
視
し
た
指
標
を
設
定

し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
を
す
る
と
と

も
に
、Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
進
的
な
技
術
を
積
極
的

に
導
入
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を

図
り
な
が
ら
、
職
員
の
政
策
立
案
能
力
が
最
大

限
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

●
社
会
の
変
化
な
ど
に
応
じ
た
組
織
体
制
の
構
築

や
働
き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働

生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
時
間
外
勤
務
の
削
減
を

図
り
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し
ま

す
。

●
さ
ら
な
る
経
費
削
減
と
効
果
の
最
大
化
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
、
将
来
を
見
据
え
た

新
た
な
施
策
の
展
開
を
図
る
た
め
、
市
民
協
働

や
民
間
委
託
、
指
定
管
理
者
制
度
の
拡
大
に
加

え
、
幅
広
い
概
念
の
公
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
に

よ
る
民
間
の
創
意
工
夫
と
民
間
投
資
を
最
大
限

活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
大
学
と
の
連
携
・
研
究

に
よ
り
、
地
域
課
題
や
行
政
課
題
の
解
決
を
図

り
ま
す
。

政
策
推
進
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

限
ら
れ
た
行
政
資
源
の
中
、
健
全
で
規
律
あ

る
財
政
運
営
を
堅
持
し
、
市
民
が
必
要
と
す

る
政
策
・
施
策
を
実
行
し
て
い
く
た
め
、
財

務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
展
開
し
ま
す
。

●
適
正
な
課
税
と
高
い
収
納
率
の
維
持
に
努
め
る

と
と
も
に
、
債
権
管
理
の
適
正
化
や
市
有
財
産

の
利
活
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
幅
広
い

財
源
を
確
保
し
ま
す
。

●
中
期
財
政
計
画
の
確
実
な
実
行
を
通
し
て
、
必

要
な
事
業
へ
の
効
果
的
な
予
算
配
分
を
行
い
、

「
発
展
」
と
「
堅
実
」
を
両
立
さ
せ
た
規
律
あ

る
財
政
運
営
を
図
り
ま
す
。

財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

公
共
施
設
の
統
廃
合
や
機
能
集
約
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
幅

広
い
市
民
の
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

施
設
の
計
画
的
な
維
持
・
更
新
と
最
適
な
施

設
配
置
に
向
け
て
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
展
開
し
ま
す
。

●
市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
と
協
働
を
基
本
に
、「
糸

島
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画 

第
１
期
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
着
実
に
推
進
し
、
公
共

建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
長
寿
命
化
と
最
適

な
施
設
配
置
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

●「
ま
ち
づ
く
り
を
創
造
す
る
庁
舎
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
庁
舎
機
能
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
防

災
機
能
や
交
流
機
能
、
情
報
発
信
機
能
な
ど

を
持
っ
た
新
庁
舎
を
整
備
し
、
ま
ち
づ
く
り
を

展
開
し
ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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市
民
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
す
る
こ
と
を

基
本
に
、
公
平
・
公
正
で
透
明
な
行
政
経
営

戦
略
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
を
進
め
、
さ
ら
な
る

歳
入
確
保
・
歳
出
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、

中
期
財
政
計
画
に
基
づ
い
た
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
確
実
に
実
行
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
行
政
経

営
を
目
指
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま
え
て
、

各
種
政
策
を
展
開
し
て
い
く
と
と
も
に
、
限
ら

れ
た
人
員
・
予
算
の
中
で
、
効
果
的
・
効
率
的

な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、

大
学
と
の
連
携
な
ど
、
行
政
事
務
の
効
率
化
・

省
力
化
な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
状
況
に
応

じ
て
効
率
的
な
組
織
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
民
協
働
や
民
間
と
の
連
携
な
ど

に
よ
り
、
経
費
の
削
減
だ
け
で
な
く
、
必
要
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
と
と
も
に
、

公
共
施
設
な
ど
の
長
寿
命
化
や
最
適
な
施
設

配
置
な
ど
に
つ
い
て
も
、
確
実
に
実
行
し
ま
す
。

行
政
経
営
戦
略
の
展
開

行
政
経
営
戦
略

６

○着実に重点課題に対応し、基本目標を実現していくには、それをしっかりと
下支えする健全な財政運営はもちろん、民間活力やＩＣＴなどの活用、大学
連携など、市民や民間事業者などの多様な主体と共創・協働・連携を図りな
がら、将来的な人口減少を見据え、社会・経済情勢に対応した経営的・戦略
的な行政経営を展開する必要があります。

各
政
策
・
施
策
の
達
成
に
向
け
て
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
政
策

推
進
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
展
開
し
ま
す
。

●
市
民
視
点
で
の
成
果
を
重
視
し
た
指
標
を
設
定

し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
を
す
る
と
と

も
に
、Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
進
的
な
技
術
を
積
極
的

に
導
入
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を

図
り
な
が
ら
、
職
員
の
政
策
立
案
能
力
が
最
大

限
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

●
社
会
の
変
化
な
ど
に
応
じ
た
組
織
体
制
の
構
築

や
働
き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働

生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
時
間
外
勤
務
の
削
減
を

図
り
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し
ま

す
。

●
さ
ら
な
る
経
費
削
減
と
効
果
の
最
大
化
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
、
将
来
を
見
据
え
た

新
た
な
施
策
の
展
開
を
図
る
た
め
、
市
民
協
働

や
民
間
委
託
、
指
定
管
理
者
制
度
の
拡
大
に
加

え
、
幅
広
い
概
念
の
公
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
に

よ
る
民
間
の
創
意
工
夫
と
民
間
投
資
を
最
大
限

活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
大
学
と
の
連
携
・
研
究

に
よ
り
、
地
域
課
題
や
行
政
課
題
の
解
決
を
図

り
ま
す
。

政
策
推
進
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

限
ら
れ
た
行
政
資
源
の
中
、
健
全
で
規
律
あ

る
財
政
運
営
を
堅
持
し
、
市
民
が
必
要
と
す

る
政
策
・
施
策
を
実
行
し
て
い
く
た
め
、
財

務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
展
開
し
ま
す
。

●
適
正
な
課
税
と
高
い
収
納
率
の
維
持
に
努
め
る

と
と
も
に
、
債
権
管
理
の
適
正
化
や
市
有
財
産

の
利
活
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
幅
広
い

財
源
を
確
保
し
ま
す
。

●
中
期
財
政
計
画
の
確
実
な
実
行
を
通
し
て
、
必

要
な
事
業
へ
の
効
果
的
な
予
算
配
分
を
行
い
、

「
発
展
」
と
「
堅
実
」
を
両
立
さ
せ
た
規
律
あ

る
財
政
運
営
を
図
り
ま
す
。

財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

公
共
施
設
の
統
廃
合
や
機
能
集
約
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
幅

広
い
市
民
の
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

施
設
の
計
画
的
な
維
持
・
更
新
と
最
適
な
施

設
配
置
に
向
け
て
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
展
開
し
ま
す
。

●
市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
と
協
働
を
基
本
に
、「
糸

島
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画 

第
１
期
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
着
実
に
推
進
し
、
公
共

建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
長
寿
命
化
と
最
適

な
施
設
配
置
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

●「
ま
ち
づ
く
り
を
創
造
す
る
庁
舎
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
庁
舎
機
能
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
防

災
機
能
や
交
流
機
能
、
情
報
発
信
機
能
な
ど

を
持
っ
た
新
庁
舎
を
整
備
し
、
ま
ち
づ
く
り
を

展
開
し
ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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●
近
年
は
、
成
長
都
市
の
時
代
か
ら
成
熟
都
市
の

時
代
へ
と
移
り
、
民
間
開
発
を
規
制
す
る
ま
ち

づ
く
り
か
ら
、
民
間
を
中
心
に
据
え
、
地
域
の

良
好
な
環
境
の
維
持
や
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
に

よ
る
地
域
価
値
の
向
上
を
図
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
へ
移
行
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
均
的
・
画
一
的
な
都
市
づ
く
り

を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
積
極
的

に
地
域
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

●
住
宅
地
に
お
い
て
も
、
市
街
地
や
郊
外
地
の
住

宅
地
を
保
全
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
口
減
少
に

伴
う
空
き
地
・
空
き
家
の
増
大
な
ど
に
対
応
し
、

住
宅
地
の
資
産
価
値
の
維
持
・
増
進
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
な
ど

に
よ
り
、
地
域
価
値
を
維
持
・
向
上
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
土
地
は
市
民
生
活
や
経
済
活
動
な
ど
の
基
盤
で

あ
り
、本
市
が
目
指
す
将
来
像
の
実
現
の
た
め
、

本
市
の
自
然
環
境
や
地
理
的
条
件
、
土
地
利

用
の
現
状
を
踏
ま
え
、
都
市
と
自
然
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
調
和
し
た
計
画
的
な
土
地
利
用
を
推
進

土
地
利
用
の
基
本
方
針

土
地
利
用
の
基
本
方
針
と

将
来
都
市
構
造

７

す
る
と
と
も
に
、
市
街
地
、
九
州
大
学
周
辺
、

農
山
漁
村
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
特

性
を
生
か
し
た
土
地
利
用
を
目
指
し
ま
す
。

●
平
成
30
年
に
九
州
大
学
の
移
転
が
完
了
す
る
と

と
も
に
、
平
成
31
年
に
は
、
国
道
2
0
2
号
バ

イ
パ
ス
の
真
方
ま
で
の
開
通
や
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
糸

島
高
校
前
駅
が
開
業
す
る
な
ど
、
新
た
な
都

市
施
設
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

波
多
江
泊
線
（
中
央
ル
ー
ト
）
や
学
園
通
線

西
回
り
ル
ー
ト
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

（
仮
）
波
多
江
Ｉ
Ｃ
構
想
を
見
据
え
な
が
ら
、

今
後
、
九
州
大
学
周
辺
と
国
道
2
0
2
号
バ
イ

パ
ス
、
中
央
ル
ー
ト
、
西
回
り
ル
ー
ト
沿
線
は

都
市
機
能
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
学
術
研
究

都
市
や
産
業
活
動
と
し
て
民
間
投
資
を
促
し
、

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
高
め
て
い
く
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

●
九
州
大
学
周
辺
や
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
沿
線
な
ど
の
住

宅
需
要
が
高
い
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

受
け
皿
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
地

域
に
お
け
る
空
き
地
・
空
き
家
の
拡
大
を
予
防
・

保
全
し
、
地
域
価
値
を
高
め
る
取
組
を
進
め
、

将
来
都
市
構
造
図
（
イ
メ
ー
ジ
図
）に
示
す
「
広

域
拠
点
」、「
地
区
拠
点
」、「
生
活
拠
点
」、「
学

術
拠
点
」
の
各
拠
点
の
役
割
に
応
じ
た
都
市
機

能
を
集
積
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
有
機
的
に
結
ぶ
「
多
極
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
を
推
進
し

ま
す
。

●
農
業
・
農
村
振
興
ゾ
ー
ン
や
森
林
保
全
ゾ
ー
ン

な
ど
に
つ
い
て
は
、
保
全
に
努
め
、
農
林
水
産

業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

○広域拠点：高次な都市機能が集積し、都市の顔となる場であり、都市生活の利便性を高める拠点
○地区拠点：広域拠点を補完し、生活や仕事などのさまざまなサービスを提供する拠点
○生活拠点：日常生活に必要な機能が集積し、生活圏の生活利便性を高める拠点
■都市的整備ゾーン：都市機能を集積し、利便性とにぎわいを創出するゾーンで、農林漁業との健全な調和を図りつつ、健
康で文化的な生活環境と都市活動の確保を目指す。

■都市的誘導ゾーン：土地区画整理事業を活用した市街地整備や、地区計画制度などの活用により、社会基盤の有効活用を
図りながら、新たな居住空間や企業、研究所、レクリエーション施設などの誘導を図る。

■農業・農村振興ゾーン：農業振興地域農用地区域を中心としたゾーンで、優良農地と田園風景の保全に努めながら、農業
基盤の維持と強化を図る。

■森林保全ゾーン：脊振雷山県立自然公園及びその周辺の森林や糸島半島の内陸部にある森林からなるゾーンで、林産物の
供給をはじめ、河川や海の水質保全、水源のかん養、良好な景観の維持、災害の防止、地球温暖化の防止など、森林が有
する多面的な機能の維持を図る。

■玄界灘海岸ゾーン：玄海国定公園に指定された地域とその周辺からなるゾーンで、風光明確な景観や自然環境を保全しつ
つ、それらと調和した水産資源の適切な保存・育成・管理と、水産物の安定供給を図る。

■観光・レク・交流ゾーン：美しい海岸や森林、のどかな田園、農山漁村集落、貴重な史跡など、観光・交流を目的に人々
が集うゾーンで、より魅力的で回遊性のあるゾーンを目指す。
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●
近
年
は
、
成
長
都
市
の
時
代
か
ら
成
熟
都
市
の

時
代
へ
と
移
り
、
民
間
開
発
を
規
制
す
る
ま
ち

づ
く
り
か
ら
、
民
間
を
中
心
に
据
え
、
地
域
の

良
好
な
環
境
の
維
持
や
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
に

よ
る
地
域
価
値
の
向
上
を
図
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
へ
移
行
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
均
的
・
画
一
的
な
都
市
づ
く
り

を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
積
極
的

に
地
域
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

●
住
宅
地
に
お
い
て
も
、
市
街
地
や
郊
外
地
の
住

宅
地
を
保
全
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
口
減
少
に

伴
う
空
き
地
・
空
き
家
の
増
大
な
ど
に
対
応
し
、

住
宅
地
の
資
産
価
値
の
維
持
・
増
進
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
な
ど

に
よ
り
、
地
域
価
値
を
維
持
・
向
上
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
土
地
は
市
民
生
活
や
経
済
活
動
な
ど
の
基
盤
で

あ
り
、本
市
が
目
指
す
将
来
像
の
実
現
の
た
め
、

本
市
の
自
然
環
境
や
地
理
的
条
件
、
土
地
利

用
の
現
状
を
踏
ま
え
、
都
市
と
自
然
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
調
和
し
た
計
画
的
な
土
地
利
用
を
推
進

土
地
利
用
の
基
本
方
針

土
地
利
用
の
基
本
方
針
と

将
来
都
市
構
造

７

す
る
と
と
も
に
、
市
街
地
、
九
州
大
学
周
辺
、

農
山
漁
村
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
特

性
を
生
か
し
た
土
地
利
用
を
目
指
し
ま
す
。

●
平
成
30
年
に
九
州
大
学
の
移
転
が
完
了
す
る
と

と
も
に
、
平
成
31
年
に
は
、
国
道
2
0
2
号
バ

イ
パ
ス
の
真
方
ま
で
の
開
通
や
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
糸

島
高
校
前
駅
が
開
業
す
る
な
ど
、
新
た
な
都

市
施
設
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

波
多
江
泊
線
（
中
央
ル
ー
ト
）
や
学
園
通
線

西
回
り
ル
ー
ト
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

（
仮
）
波
多
江
Ｉ
Ｃ
構
想
を
見
据
え
な
が
ら
、

今
後
、
九
州
大
学
周
辺
と
国
道
2
0
2
号
バ
イ

パ
ス
、
中
央
ル
ー
ト
、
西
回
り
ル
ー
ト
沿
線
は

都
市
機
能
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
学
術
研
究

都
市
や
産
業
活
動
と
し
て
民
間
投
資
を
促
し
、

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
高
め
て
い
く
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

●
九
州
大
学
周
辺
や
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
沿
線
な
ど
の
住

宅
需
要
が
高
い
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

受
け
皿
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
地

域
に
お
け
る
空
き
地
・
空
き
家
の
拡
大
を
予
防
・

保
全
し
、
地
域
価
値
を
高
め
る
取
組
を
進
め
、

将
来
都
市
構
造
図
（
イ
メ
ー
ジ
図
）に
示
す
「
広

域
拠
点
」、「
地
区
拠
点
」、「
生
活
拠
点
」、「
学

術
拠
点
」
の
各
拠
点
の
役
割
に
応
じ
た
都
市
機

能
を
集
積
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
有
機
的
に
結
ぶ
「
多
極
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
を
推
進
し

ま
す
。

●
農
業
・
農
村
振
興
ゾ
ー
ン
や
森
林
保
全
ゾ
ー
ン

な
ど
に
つ
い
て
は
、
保
全
に
努
め
、
農
林
水
産

業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

○広域拠点：高次な都市機能が集積し、都市の顔となる場であり、都市生活の利便性を高める拠点
○地区拠点：広域拠点を補完し、生活や仕事などのさまざまなサービスを提供する拠点
○生活拠点：日常生活に必要な機能が集積し、生活圏の生活利便性を高める拠点
■都市的整備ゾーン：都市機能を集積し、利便性とにぎわいを創出するゾーンで、農林漁業との健全な調和を図りつつ、健
康で文化的な生活環境と都市活動の確保を目指す。

■都市的誘導ゾーン：土地区画整理事業を活用した市街地整備や、地区計画制度などの活用により、社会基盤の有効活用を
図りながら、新たな居住空間や企業、研究所、レクリエーション施設などの誘導を図る。

■農業・農村振興ゾーン：農業振興地域農用地区域を中心としたゾーンで、優良農地と田園風景の保全に努めながら、農業
基盤の維持と強化を図る。

■森林保全ゾーン：脊振雷山県立自然公園及びその周辺の森林や糸島半島の内陸部にある森林からなるゾーンで、林産物の
供給をはじめ、河川や海の水質保全、水源のかん養、良好な景観の維持、災害の防止、地球温暖化の防止など、森林が有
する多面的な機能の維持を図る。

■玄界灘海岸ゾーン：玄海国定公園に指定された地域とその周辺からなるゾーンで、風光明確な景観や自然環境を保全しつ
つ、それらと調和した水産資源の適切な保存・育成・管理と、水産物の安定供給を図る。

■観光・レク・交流ゾーン：美しい海岸や森林、のどかな田園、農山漁村集落、貴重な史跡など、観光・交流を目的に人々
が集うゾーンで、より魅力的で回遊性のあるゾーンを目指す。

将来都市構造図（イメージ図）
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